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607 億 5,000 万円
歳入

市税
283 億 7,481.0 万円
46.7％【0.3％増】

【0.2％減】【0.2％増】

諸収入
60 億 1,270.9 万円
9.9％【0.3％減】

その他の自主財源
25 億 3,542.5 万円
4.2％【0.2％減】

市債
55 億 5,530.0 万円
9.1％【0.1％減】

国庫支出金
79 億 4,819.3 万円
13.1％【0.5％減】

県支出金
43 億 9,787.8 万円
7.2％【0.6％増】

地方消費税交付金
32 億 5,000.0 万円
5.3％【0.6％増】

地方交付税
14 億 3,000.0 万円
2.4％【0.4％減】

その他の依存財源
12 億 4,568.5 万円
2.1％【ー】

60.8%
自主財源依存財源

39.2%

民生費
189 億 3,425.4 万円
31.2％【1.6％増】

広報小山 2016.4月号　2

問合せ
財政改革課☎22−9333

【
一
般
会
計
】　
市
の
主
な
収
入

と
支
出
を
計
上
し
て
い
る
会
計

【
特
別
会
計
】　
特
定
の
収
入
と

支
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計

【
自
主
財
源
】　
市
税
や
繰
入
金

な
ど
市
が
独
自
に
調
達
で
き
る

お
金

【
依
存
財
源
】　
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
税
】　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い

た
だ
く
市
民
税
・
固
定
資
産
税

な
ど

【
市
債
】　
市
が
事
業
を
行
う
た

め
に
借
り
る
お
金

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
皆
さ

ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
消
費
税

の
一
部
で
、
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

【
地
方
交
付
税
】　
市
町
村
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】　
事
業
な

ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

【
義
務
的
経
費
】　
支
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
の
経
費

【
投
資
的
経
費
】　
施
設
の
建
設

な
ど
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出

す
る
経
費 用

語
解
説

「
夢
」「
未
来
」
溢
れ
る

　
　
　
　
　新
し
い
小
山
市
の
創
生

平
成
28
年
度

　

※【 】は前年度比増減率

　平成 28年度は、国・県と連動した「小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 2年目、「第
7次小山市総合計画」のスタートの年として小山市の豊かな「人」「自然」「文化」「立地利便性」
を最大限に活用し、新小山市民病院の開院と旧病院施設を活用した回復期リハビリ病院等整備
（旧市民病院病棟一部解体）、国営土地改良事業栃木南部地区着工をはじめとする排水強化対策、
小山地区定住自立圏構想の実現を図るとともに、本場結城紬の復興、渡良瀬遊水地の賢明な活
用、テクノパーク小山南部工業団地開発、思川西部土地区画整理、城南地区新設小学校着工、
琵琶塚・摩利支天塚の拠点施設着工、ロブレ再生（キッズランドおやま設置運営、宇都宮大学
小山サテライトプラザ設置等）のほか、小山ブランドの創生、開運のまちおやまの全国発信、
行財政改革等に取り組んでまいります。
　これらの実現のため、市税等自主財源の確保を図るとともに、全職員一丸となって歳入に見
合った歳出構造の改革に取り組み、企業的経営感覚に立ち、常にコスト意識を持って経費全般
にわたる徹底した節減合理化に努めてまいります。
　以上を踏まえ、平成 28年度の予算編成にあたっては、将来にわたる持続的な発展を堅持し、
「夢」「未来」溢れる新しい小山市を創るため、編成いたしました。

新年度予算の方針

新
年
度
予
算
総
額
607
億
５
千
万
円

（
前
年
度
比
1.3
％
増
）
を
計
上

一般会計の予算額

当
初
予
算



市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
関
連

社
会
資
本
整
備
の
推
進

▪
国
営
土
地
改
良
事
業
（
栃
木
南
部

地
区
着
工
）　
　
　
　
　
２
４
万
円

　
２
市
１
町
に
ま
た
が
る
、
我
が
国

有
数
の
米
麦
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

き
た
栃
木
南
部
地
区
の
湛
水
被
害
の

軽
減
お
よ
び
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
農
業
水
利
施
設
の
改
修
等
を
行

い
、
維
持
管
理
の
費
用
と
労
力
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
栃
木
南

部
地
区
」が
事
業
着
手
と
な
り
ま
す
。

▪
排
水
強
化
対
策
事
業（
杣
井
木
川
・

豊
穂
川
等
）　
　
１
億
９
１
８
万
円

　
豊
穂
川
流
域
（
大
行
寺
・
島
田
地

区
）
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
排
水
機
場
、
調
整
池
設
置
等
の
排

水
強
化
対
策
に
つ
い
て
、
基
本
構
想

の
策
定
、基
本
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　
杣
井
木
川
流
域
（
押
切
・
中
里
・

下
泉
地
区
）
に
お
い
て
は
、
県
栃
木

土
木
事
務
所
と
連
携
し
、
県
営
杣
井

木
川
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
容
量
の
増

強
、
杣
井
木
川
放
水
路
、
調
整
池
設

置
等
の
排
水
強
化
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

▪
思
川
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

５
億
７
，
０
９
２
万
円

　
小
山
駅
の
至
近
に
位
置
す
る
思
川

西
部
地
区
に
お
い
て
、
そ
の
立
地
利

便
性
を
活
か
し
、
定
住
人
口
増
加
に

貢
献
す
る
優
良
な
住
宅
地
を
供
給
す

る
た
め
、
組
合
施
行
に
よ
る
「
思
川

西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
」
へ
の
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
２
月
の
事
業
認
可
よ
り

新
年
度
予
算
の
使
い
道

生
を
推
進
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
お
よ
び
街
な
か
の
賑
わ
い
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ブ
レ
ビ
ル
の
区
分
所
有

者
と
し
て
の
義
務
的
費
用
（
共
益
費

等
の
ビ
ル
の
維
持
管
理
費
）
を
負
担

し
ま
す
。

▪
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
本

場
結
城
紬
生
産
振
興
普
及
事
業 

２
，
４
３
４
万
円

　
国
の
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を

活
用
し
、
ロ
ブ
レ
ビ
ル
１
階
に
５
月

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
整
備
を
進
め
て

い
る
「
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ

ト
館
」
を
核
と
し
、
本
場
結
城
紬
の

製
作
実
演
や
体
験
等
を
通
じ
て
よ
り

身
近
に
伝
統
産
業
に
触
れ
る
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
本
場
結

城
紬
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
本
場
結
城
紬

の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
ほ

か
、
小
山
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
本
場
結
城
紬
を
資
源
と
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
糸
つ
む
ぎ
講
習
会
、
着
付

け
講
習
会
の
開
催
や
和
装
振
興
の
た

め
の
講
習
会
、
ユ
ネ
ス
コ
記
念
事
業

の
開
催
等
、
特
に
女
性
へ
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
仕
事
づ
く
り
、
活
躍
の

場
の
提
供
に
努
め
、
本
場
結
城
紬
の

復
興
振
興
を
図
り
ま
す
。

▪
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
渡
良

瀬
遊
水
地
の
観
光
地
化
推
進
事
業

[

渡
良
瀬
遊
水
地
関
連
振
興
５
ヶ
年

計
画
の
推
進
（
観
光
誘
客
推
進
）]

５
，
１
６
８
万
円

　
平
成
24
年
7
月
3
日
に
世
界
の
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
湿
地
登
録
さ
れ
た

「
渡
良
瀬
遊
水
地
」
は
、
国
内
最
大

の
遊
水
地
で
、
東
京
を
守
る
治
水
の

事
業
が
開
始
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の

完
了
に
向
け
、
各
種
公
共
施
設
の
整

備
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
27
年
度
に

は
商
業
系
保
留
地
を
販
売
し
、
平
成

28
年
度
に
は
住
宅
系
保
留
地
の
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

経
済
活
性
化
・
雇
用
の
促
進
お
よ

び
商
工
農
業
の
振
興

▪
新
規
工
業
団
地
開
発
推
進
事
業

[

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
小
山
南
部

（
塚
崎
・
東
野
田
圃
場
整
備
着

工
）、
新
４
号
国
道
沿
線
新
規

工
業
団
地
推
進
計
画
策
定
等]

　
　
１
億
７
，
６
２
２
万
円

　
小
山
市
の
明
る
い
将
来
を
築
く
た

め
、
人
と
企
業
を
呼
び
込
む
施
策
に

基
づ
き
、
計
画
的
に
新
規
工
業
団
地

を
造
成
し
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま

す
。

　
塚
崎
・
東
野
田
地
区
の
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
小
山
南
部
で
は
、
買
収
予
定

地
の
鑑
定
評
価
を
基
に
用
地
交
渉
を

行
う
と
と
も
に
、
大
規
模
開
発
事
前

協
議
・
地
区
計
画
協
議
・
農
振
除
外

等
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
を

進
め
、
新
４
号
国
道
沿
い
新
規
工
業

団
地
開
発
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま

す
。

　
ま
た
、
高
椅
・
梁
地
区
の
小
山
東

部
工
業
団
地
第
二
工
区
で
は
、
埋
蔵

文
化
財
発
掘
業
務
・
測
量
業
務
・
基

本
設
計
業
務
を
進
め
ま
す
。

▪
ロ
ブ
レ
再
生
事
業

２
億
４
，
６
９
５
万
円

　
小
山
市
に
お
け
る
中
核
的
商
業
施

設
で
あ
る
ロ
ブ
レ
ビ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
賃
料
の
補
助

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
同
ビ
ル
の
再

607 億 5,000 万円
歳出

【1.7％減】

【1.7％増】【ー】

義務的経費

投資的経費

その他
43.6%

14.6%

41.8%

民生費
189 億 3,425.4 万円
31.2％【1.6％増】

土木費
69 億 1,478.3 万円
11.4％【0.9％減】

総務費
60 億 8,446.0 万円
10.0％【1.1％減】

衛生費
58 億 5,794.5 万円
9.6％【0.4％減】

教育費
57 億 4,032.2 万円
9.5％【0.3％増】

商工費
58 億 4,385.3 万円
9.6％【0.6％増】

公債費
60 億 930.4 万円
9.9％【1.0％増】

消防費
19 億 2,058.2 万円
3.2％【1.0％減】

農林水産業費
26 億 2,102.2 万円
4.3％【0.2％増】

その他
8億 2,347.5 万円
1.3％【0.3％減】
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特別会計の予算額

国民健康保険（事業勘定）200 億 1,300 万円

介護保険 105 億 6,200 万円

後期高齢者医療 15 億 670 万円

病院事業債管理事業 4 億 8,340 万円

墓園やすらぎの森事業 1 億 770 万円

与良川水系湛水防除事業 4,250 万円

農業集落排水処理事業 6 億 1,470 万円

小山第四工業団地造成事業 6 億 4,100 万円

公共用地先行取得事業 1,910 万円

公共下水道事業 51 億 4,320 万円

企業会計の予算額

水道事業

収益的
収入 28億 8,028.2 万円

支出 25億 6,939.0 万円

資本的
収入 9,969.2 万円

支出 10億 9,780.3 万円

平成28年度「当初予算」

※
予
算
額
は
千
円
単
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す



◆
市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
関
連
社
会
資
本
整
備
の

推
進

■
一
般
市
道
改
良
・
道
路
補
修
事
業

５
億
９
，
６
１
０
万
円

■
城
山
町
二
丁
目
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

１
億
９
２
０
万
円

■
粟
宮
新
都
心
整
備
事
業
　
　
　
　
１
，
０
０
０
万
円

■
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
　
３
億
２
，
４
６
８
万
円

■
網
戸
・
迫
間
田
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業３

０
０
万
円

■
豊
田
緑
地
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
　
３
０
０
万
円

■
第
二
犬
塚
踏
切
改
良
事
業
　
　
　
７
，
９
６
０
万
円

◆
経
済
活
性
化
・
雇
用
の
促
進
お
よ
び
商
工
農
業
観
光
の

振
興
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
伴
う
農
業
支
援

■
自
社
製
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
　
　
　
２
０
０
万
円

■
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
　
　
１
億
５
，
０
０
０
万
円

■
転
入
勤
労
者
等
住
宅
取
得
支
援
事
業３

，
０
０
０
万
円

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
対
応
事
業

　
・
担
い
手
育
成
確
保

　
　（
法
人
化
支
援
、
農
業
用
機
械
大
型
化
導
入
支
援
）

１
，
１
８
０
万
円

　
・
農
地
集
積
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

　
・
農
産
物
海
外
販
路
促
進
支
援
　
　
　
２
０
０
万
円

◆
地
域
社
会
の
高
度
情
報
化
の
促
進
お
よ
び
積
極
的
な

情
報
公
開
の
推
進

■
Ｆ
Ｍ
お
や
ま
開
設
調
査
事
業
　
　
　
　
　
５
０
万
円

◆
新
し
い
小
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
・
普
及
拡
大

■
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
企
画
・
普
及
・
全
国
発
信
事
業

１
，
４
７
７
万
円

◆
地
球
環
境
対
策
を
見
据
え
た
循
環
型
社
会
づ
く
り
の

推
進

■
生
物
多
様
性
お
や
ま
行
動
計
画
推
進
事
業４

９
６
万
円

■
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
推
進
事
業

４
１
３
万
円

■
ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
事
業５

億
９
，
４
８
２
万
円

◆
21
世
紀
を
展
望
す
る
新
し
い
教
育
観
に
立
っ
た
教
育

の
推
進

■
い
じ
め
防
止
推
進
事
業 

１
６
６
万
円

■
小
・
中
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
　
２
７
２
万
円

■
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

１
９
８
万
円

■
田
ん
ぼ
の
学
校
づ
く
り
事
業
　
　
　
　
３
７
９
万
円

そ
の
他
の
主
な
事
業

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
絶
滅
危
惧
種

183
種
を
含
む
動
植
物
が
生
息
・
生
育

す
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。

　
平
成
26
年
3
月
に
「
渡
良
瀬
遊
水

地
関
連
振
興
5
ヶ
年
計
画
」
を
策
定

し
、
第
1
に
治
水
機
能
確
保
を
最
優

先
と
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

化
」、
第
2
に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト

キ
の
野
生
復
帰
」、
そ
し
て
第
3
に

「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
中
心
と

し
た
地
場
産
業
の
推
進
」
を
「
賢
明

な
活
用
の
3
本
柱
」
と
し
て
、
観
光

地
化
に
よ
る
地
方
創
生
に
努
め
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

▪
渡
良
瀬
遊
水
地
日
本
遺
産
認
定
推

進
事
業
　
　
　
　
　
　
１
１
８
万
円

　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自
然
に

加
え
、
鉱
毒
反
対
運
動
に
取
り
組
ん

だ
田
中
正
造
・
足
尾
銅
山
と
の
関
わ

り
な
ど
、
歴
史
的
背
景
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
に
も
例

の
な
い
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
す
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
文
化
財
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史

的
魅
力
や
特
色
を
伝
え
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
関

係
市
町
と
の

連
携
協
力
に

よ
る
「
渡
良

瀬
遊
水
地
の

日
本
遺
産
認

定
」
に
向
け

た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま

す
。地

球
環
境
対
策
を
見
据
え
た
循
環

型
社
会
づ
く
り
の
推
進

▪
２
０
１
６
農
業
国
際
会
議
開
催
事

業
　
　
　
　
　
　
１
，
０
０
０
万
円

　
渡
良
瀬
遊
水
地
は
小
山
市
の「
宝
」

で
あ
り
、「
地
方
創
生
の
目
玉
」
と

し
て
「
賢
明
な
活
用
の
３
本
柱
」
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
第
３
の
柱
で

あ
る
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
中

心
と
し
た
地
場
産
業
の
推
進
」
の
う

ち
、「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
を
活
用

し
た
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
に
よ

る
安
全
・
安
心
な
「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」
の
生
産
拡
大
、

農
家
の
経
営
所
得
の
安
定
・
向
上
を

図
る
た
め
の
川
魚
「
ホ
ン
モ
ロ
コ
」

養
殖
の
拡
大
に
よ
る
地
場
産
業
の
振

興
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
、
８
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
の
３
日
間
、「
第
４
回
生
物

の
多
様
性
を
育
む
農
業
国
際
会
議

(

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ａ)

２
０
１
６
」
を
開

催
し
ま
す
。

21
世
紀
を
展
望
す
る
新
し
い
教
育

観
に
立
っ
た
教
育
の
推
進

▪
小
・
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
、「
英

語
教
育
の
ま
ち
　
お
や
ま
」
推
進
事

業
　
　
　
　
　
　
８
，
０
９
３
万
円

　
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
小
・

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業
」と
し
て
、

外
国
人
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
雇
用
し
、
市
内
の
小
・
中
学
校
を

計
画
的
に
訪
問
し
、
英
語
科
担
当

教
員
や
学
級
担
任
と
の
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
を
目
標

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
小
・
中
学
校
全
校
常
駐

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
は
直
接

雇
用
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
人
増
員
し
、
合
計

20
人
を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

英
語
科
担
当
指
導
主
事
を
１
人
増
員

し
２
人
体
制
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
今
後
急
速
に
進

展
す
る
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中

で
、
外
国
の
人
々
と
英
語
で
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
小
山
市
に
つ
い
て
発
信
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
、「
英

語
教
育
の
ま
ち
　
お
や
ま
」
推
進
事

業
と
し
て
、
英
語
教
育
推
進
委
員
会

を
起
ち
上
げ
、
実
施
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、「
英
語
の
ま

ち
宣
言
」
を
視
野
に
入
れ
、
総
合
的

に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
充
実
し
た
英
語
教
育
に
よ
り
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生
」
の

一
環
と
し
て
「
子
育
て
世
代
」
を
呼

び
込
む
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
加
え
、
全
国
的
に
増
加
が

見
込
ま
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
対
応

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
城
南
地
区
新
設
小
学
校
建
設
事
業

９
億
７
，
０
４
３
万
円

　
城
南
地
区
に
隣
接
す
る
、
旭
小
学

校
お
よ
び
大
谷
東
小
学
校
に
教
室
不

足
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
適

正
規
模
化
を
図
る
た
め
、
東
城
南
３

丁
目
の
自
由
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
新

設
小
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
27
年
度
か
ら
基
本
設
計
・
実
施

設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
31
年

４
月
の
開
校
を
目
指
し
、
平
成
28
年

度
に
契
約
し
、
学
校
建
設
に
着
手
し

ま
す
。

▪
小
中
一
貫
校
推
進
モ
デ
ル
事
業

［
絹
中
学
区
（
渡
り
廊
下
等
整
備
）］

９
，
０
１
２
万
円

　
絹
中
学
区
は
、
福
良
・
梁
・
延
島

の
３
小
学
校
を
統
合
し
、
福
良
小
を

校
地
と
し
て
絹
中
と
の
小
中
一
貫
校

と
す
る
も
の
で
、
平
成
29
年
度
開
校

を
目
指
し
、
絹
中
と
福
良
小
の
校
舎

間
を
上
履
き
で
移
動
可
能
と
す
る
渡

り
廊
下
の
設
置
、
萱
橋
小
学
校
給
食

共
同
調
理
場
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
に
向
け
た
施
設
整
備
、
閉
校
・

開
校
式
等
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
・
高
齢
・
障
が
い
者

福
祉
・
社
会
保
障
・
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
づ
く
り
・
医
療
対
策
の

充
実

▪
お
や
ま
っ
子
開
運
子
育
て
ナ
ビ
運

営
事
業
　
　
　
　
　
　
３
６
７
万
円

　
子
育
て
世
代
の
不
安
と
悩
み
を
軽

減
し
、
希
望
を
持
っ
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡
単
に
得

ら
れ
る
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
子
育
て

す
る
方
々
を
応
援
し
ま
す
。

▪
（
仮
）
と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策
定
事
業

５
０
０
万
円

　
昨
年
、
栃
木
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が

発
表
し
た
「（
仮
称
）
と
ち
ぎ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
構
想
」
に

名
乗
り
を
あ
げ
、
白
鷗
球
場
北
側
に

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面
（
そ
の

う
ち
1
面
は
夜
間
照
明
を
設
置
）、

夜
間
照
明
つ
き
の
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
1
面
、
さ
ら
に
２
階
建
て
延
床

500
㎡
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、

275
台
分
の

駐
車
場
を
備
え
た
サ
ッ
カ
ー
場
を
整

備
し
ま
す
。

　
こ
の
整
備
地
は
、
先
の
関
東
東
北

豪
雨
で
も
被
災
し
な
か
っ
た
実
績
か

ら
、
市
民
の
命
を
守
る
防
災
広
場
と

し
て
の
機
能
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
整
備
基
本
計
画

策
定
業
務
委
託
費
と
し
て
計
上
し
、

「（
仮
称
）
と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
」整
備
決
定
後
補
正
を
組
み
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
等
を
計
上
す

る
予
定
で
す
。

▪
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
等
整
備
事
業
（
旧
市
民
病
院
病
棟

一
部
解
体
）
３
億
５
，
７
０
０
万
円

　
新
小
山
市
民
病
院
が
移
転
し
た
後

の
病
院
施
設
を
活
用
し
て
、
公
募
に

よ
り
選
定
し
た
民
間
医
療
法
人
が
、

介
護
老
人
保
健
施
設
お
よ
び
外
来
診
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■
小
・
中
学
校
備
品
等
の
拡
充
事
業

３
，
６
５
８
万
円

◆
子
育
て
支
援
・
高
齢
・
障
が
い
者
福
祉
・
社
会
保
障
・

保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
・
医
療
対
策
の
充
実

■
児
童
手
当
給
付
事
業
　
　
２
９
億
３
，
２
０
０
万
円

■
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
　
　
　
３
，
０
５
５
万
円

■
学
童
保
育
館
施
設
整
備
事
業
　
　
４
，
２
８
９
万
円

■
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
　
５
億
９
，
８
９
１
万
円

■
認
定
こ
ど
も
園
等
施
設
型
給
付
事
業

 

６
億
６
，
２
０
０
万
円

■
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化
事
業
　
　
８
３
０
万
円

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
事
業

　
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
６
９
１
万
円

　
・
学
習
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
万
円

　
・
ひ
と
り
親
家
庭
保
育
料
免
除
　
　
　
　
６
１
万
円

　
・
子
ど
も
貧
困
撲
滅
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
７
９
万
円

■
地
域
医
療
推
進
事
業
　
　
　
　
　
４
，
２
６
４
万
円

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
補
助
事
業

１
億
３
，
３
４
０
万
円

■
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
補
助
事
業

４
，
０
８
０
万
円

■
生
き
生
き
好
齢
者
育
成
支
援
推
進
事
業

２
８
１
万
円

■
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
事
業
　
　
　 

７
８
０
万
円

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

１
億
３
，
８
６
１
万
円

■
認
知
症
施
策
総
合
推
進
事
業
　
　
　
　
４
１
７
万
円

◆
市
民
安
全
・
安
心
の
向
上
お
よ
び
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

■
地
域
防
災
強
化
事
業
（
地
域
防
災
計
画
・
水
防
計
画
・

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
）

１
，
５
７
５
万
円

■
地
域
防
災
強
化
事
業
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
構
築
）

２
１
万
円

■
空
家
等
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
１
，
９
５
４
万
円

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
事
業
　
１
億
１
４
３
万
円

■
第
３
次
小
山
市
人
権
施
策
推
進
基
本
計
画
策
定
事
業

２
０
０
万
円

■
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
　
　
　
　
　
５
５
３
万
円

■
公
共
駐
輪
場
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
６
５
２
万
円

■
高
校
生
模
擬
議
会
事
業
　
　
　
　
　
　
　
３
３
万
円

◆
行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

■
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
　
　
　
　
５
０
１
万
円

■
第
6
次
行
政
改
革
推
進
事
業
　
　
　
　
４
３
８
万
円

■
収
納
率
の
向
上
対
策
強
化
事
業
　
　
　
　
７
８
万
円

本
構
想
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▪
大
谷
地
区
中
心
施
設
基
本
計
画
策

定
事
業
　
　
　
　
　
　
６
３
３
万
円

　
大
谷
公
民
館
の
老
朽
化
に
伴
い
、

地
域
の
基
幹
施
設
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
等
を
併
せ
持
つ
新
た
な

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

　
平
成
26
・
27
年
の
２
カ
年
で
策
定

し
た
整
備
構
想
（
建
設
場
所
の
選
定

お
よ
び
施
設
の
基
本
構
想
）
を
踏
ま

え
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

▪
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
事
業
　
　
２
１
５
万
円

　
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
小
山
市
が
中
心
と
な
っ
て
下
野

市
、
野
木
町
、
結
城
市
の
４
市
町
で

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
「
小
山
地

区
定
住
自
立
圏
」
に
つ
い
て
、
各
市

町
と
地
域
活
性
化
や
定
住
促
進
の
た

め
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
る

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
締
結
後
は
、「
圏
域
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
連
携
市
町
と
推
進
す
る

具
体
的
取
組
を
「
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
ま
と
め
、
連
携
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

▪
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

計
画
策
定
事
業
　
　
　
３
０
０
万
円

　
平
成
28
年
３
月
策
定
の
「
小
山
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
か
つ
継
続
的
な

取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
平
成
28
～

29
年
度
の
２
年
間
で
「
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

療
所
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
栃

木
県
が
回
復
期
病
床
を
公
募
し
た
際

に
は
必
ず
応
募
し
、
病
床
を
確
保
し

た
上
で
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
新
小
山
市
民
病
院
を
核
と
し

た
地
域
完
結
型
医
療
提
供
体
制
の
構

築
を
図
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
老
朽
化
ま
た
は

耐
震
不
足
の
北
棟
・
検
査
棟
・
中
棟

等
に
つ
い
て
、
解
体
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

▪
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
設
置
運
営

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
円

　ロ
ブ
レ
ビ
ル
５
階
に
民
設
民
営
で

設
置
す
る
屋
内
子
ど
も
の
運
動
遊
び

場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
」
の
設

置
お
よ
び
運
営
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
市
が
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

遊
び
場
の
利
用
料
を
安
価
に
設
定
さ

せ
、
親
子
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施

設
と
し
ま
す
。

　
設
置
運
営
事
業
者
と
５
年
間
の
協

定
を
締
結
し
、
遊
具
設
置
費
補
助
金

は
１
億
５
，
０
０
０
万
円
以
内
で
設

置
年
度
の
み
、
運
営
費
補
助
金
は
年

間
５
，
０
０
０
万
円
以
内
で
運
営
費

の
５
分
の
４
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

▪
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
事
業
　
　
　
　
　
６
３
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
に
基
づ
き
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
向
上
と
世

界
の
一
流
ス
ポ
ー
ツ
技
術
に
触
れ
る

機
会
を
得
る
た
め
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
直
前

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
誘
致
活
動
を
行

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
水
泳
チ
ー
ム
視
察
団
の
受

入
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
オ
ー

ル
小
山
」
に
よ
る
誘
致
活
動
市
民
会

議
の
運
営
を
実
施
し
ま
す
。

▪
介
護
予
防
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

４
，
０
１
５
万
円

　
日
常
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
に
対

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
一
定
の
研

修
を
受
け
た
方
に
よ
る
調
理
や
掃

除
・
洗
濯
な
ど
の
支
援
を
行
う
事
業

で
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
た
要
支
援

１
・
２
の
方
や
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者(

基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
機
能
低
下
が
見

ら
れ
た
高
齢
者)

が
使
う
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
状
態
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
市

独
自
の
基
準
の
事
業
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
一
定
の
研
修
を
受
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
生
活
支
援
の
担

い
手
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
よ
り
利
用
料
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

▪
小
山
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

２
，
１
１
０
万
円

　
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
通

称
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
）
に
基
づ

き
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
、
利

用
者
の
利
便
性
お
よ
び
安
全
性
の
向

上
促
進
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
駅

の
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
防
止
対
策
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
小
山
駅
の
在
来

線
（
宇
都
宮
線
、
水
戸
線
、
両
毛
線
）

ホ
ー
ム
の
既
存
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
を
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
の
内
法
線
付
点
状
ブ
ロ
ッ

ク
と
す
る
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
・
教
養
都
市
小
山
の
創
造

▪
宇
都
宮
大
学
小
山
サ
テ
ラ
イ
ト
プ

ラ
ザ
事
業
　
　
　
１
，
４
０
８
万
円

　
小
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
世
界
の
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た

「
渡
良
瀬
遊
水
地
」
や
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
本
場

結
城
紬
」
に
代
表
さ
れ
る
、
誇
る
べ

き
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
化

を
進
め
、
交
流
人
口
の
増
大
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
化
に
よ

る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
見
据
え
た
地
域
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
４

月
の
「
宇
都
宮
大
学
地
域
デ
ザ
イ
ン

科
学
部
」
の
開
設
を
契
機
に
、
高
度

な
知
的
資
源
を
活
用
し
、
学
生
と
市

民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

課
題
を
研
究
し
、
地
域
の
未
来
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
教
育
研
究
拠
点

と
し
て
、
ロ
ブ
レ
内
の
み
ら
い
ラ
ウ

ン
ジ
に
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
を
設
置

し
ま
す
。

▪
琵
琶
塚
・
摩
利
支
天
塚
古
墳
等
整

備
事
業
（
拠
点
施
設
着
工
）

２
億
７
，
９
９
１
万
円

　
飯
塚
地
区
の
国
史
跡
琵
琶
塚
古

墳
・
摩
利
支
天
塚
古
墳
の
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
拠
点
施
設
建
設
、

展
示
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
来

年
の
開
館
に
あ
た
り
、
琵
琶
塚
古
墳

の
発
掘
調
査
成
果
を
中
心
と
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
両
古
墳
を

県
内
外
の
多
く
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。

市
民
安
全
・
安
心
の
向
上
お
よ
び

市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▪
小
山
駅
周
辺
空
家
有
効
活
用
事
業

３
３
８
万
円

　
空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
り
、
周

辺
環
境
悪
化
の
防
止
・
防
犯
上
の
問

題
等
の
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
小
山
駅
周
辺
の
空
き
家
の
宿
泊

施
設
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
、
基

平成28年度「当初予算」
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広報小山 2016.4 月号　₆

　小山市桑市民交流センターは、桑地区の地域活動拠点となる施設として、出張所、
公民館、図書館分館、子育て支援室、高齢者サポートセンターなど、市民の多様なニー
ズに対応できる機能を備えた、複合的な施設です。

日　時 式典◦イベント
3 月 28 日㈪
8:30 ～

桑出張所◦公民館、高齢者サポートセ
ンター桑絹　　新施設にて業務開始

4 月 1 日㈮
9:00 ～ 中央図書館桑分館開館

4 月 2 日㈯
9:00 ～ 10:00 桑市民交流センターオープン記念式典

4 月 2 日㈯
10:00 ～ 15:00 桑地区ふるさとさくらまつり

桑公民館まつり4 月 3 日㈰
9:00 ～ 15:00

4 月 2 日㈯
14:30 ～

中央図書館桑分館開館記念イベント
【音楽絵本 PEACE による読み聞かせ＆演奏】

4 月 4 日㈪ 桑公民館貸室開始

4 月 5 日㈫ 子育てひろば開始

開館記念式典◦開設記念イベント等

『桑地区ふるさとさくらまつり』開催
日時　４月 2 日㈯ 10 時～ 15 時
　　　※ オープン記念式典終了後開始
　　　４月 3 日㈰ 9 時～ 15 時
会場　桑市民交流センター（新施設）

～　同日・同会場で開催 !!　～
『桑公民館まつり』もやっています !!

内容　学級・講座・サークルの活動発表と作　
　　品展示、子ども工作教室、バザーなど
※ ぜひ桑市民交流センターに遊びにきてください !!
問合せ　桑公民館　☎ 22－4545

小山市桑市民交流センター
（マルベリー館）がオープンします!!

 場所　　大字羽川 858 番地１
 建物　　鉄骨造２階建　
 　　　　延床面積 2,600.61 ㎡
 駐車場　178 台

ロビー

桑市民交流
センター大

　沼

セブンイレブン

４

ＪＡおやま桑ＪＡおやま桑

羽
川
小
学
校

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

33

339

桑絹商工会

Ｎ

問市民生活課
☎ 22︲9279
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問合せ先 施設業務 業務開始日 開館時間等 休館日

桑出張所
☎22―4545 出張所窓口 3/28 ㈪ 8:30 ～

17:15
土・日、
祝日

桑公民館
☎22―4545

貸室 4/4 ㈪ 8:30 ～
21:30 祝日

※窓口の開館時間・休館日は出張所と同じ

市民課
☎22―9402

自動交付機 3/28 ㈪ 8:30 ～
19:00

土・日、
祝日

※土日は 17:15 まで

中央図書館
桑分館

☎22―4544
図書貸出等 4/1 ㈮ 9:00 ～

18:00
月・祝日、
資料整理
日等

子育て・家庭
支援課

☎22―9626

子育てひろば
にっこり
ちゃん

4/5 ㈫
毎週火・
金曜日
9:00 ～
16:00 開設日が

祝日の場
合、休み

こども課
☎22―9614

子育てひろば
かるがも 4/7 ㈭

第 1・第
3木曜日
10:00 ～
12:00

高齢者サポー
トセンター
桑絹

☎30―0921

高齢者
サポート
センター

3/28 ㈪ 8:30 ～
17:15

土・日、
祝日

館　内　の　各　業　務

施設の名称 定員 面積 使用料
（各時間帯）

1
階

会議室 1
多目的ホール全体
多目的ホール 1
多目的ホール 2
多目的ホール 3

60人
150 人
50人
50人
50人

100.62 ㎡
253.14 ㎡
84.38 ㎡
84.38 ㎡
84.38 ㎡

400 円
1,100 円
400 円
400 円
400 円

2
階

会議室 2
会議室 3
会議室 4
料理実習室
工作室
和室

45人
45人
30人
25人
18人
24人

74.65 ㎡
75.84 ㎡
51.20 ㎡
78.12 ㎡
76.30 ㎡
43.32 ㎡

300 円
300 円
200 円
400 円
300 円
200 円

貸出し施設案内　（施設図の朱字エリア）
予約◦問合せ　桑公民館☎ 22―4545

○利用期間　　４月4日㈪から年末◦年始を除いた、
　　　　　　　　平日、土・日、祝日
○利用時間帯　午前の部： 9:00 ～ 12:30
　　　　　　　午後の部：13:00 ～ 17:00
　　　　　　　　夜の部：18:00 ～ 21:30
○使用料等

多目的ホール

施設図

２F

1F

桑出張所・桑公民館事務室

高齢者サポートセンター
桑絹

地域
活動室

会議室１子育て支援室中央図書館
桑分館

赤ちゃんの駅

多目的
ホール 3

多目的
ホール 2

多目的
ホール 1

倉庫

シャワー室

エレベーター

エレベーター

トイレ

トイレ 階段

階段

入口

会議室 2会議室 3料理実習室
展望
デッキ

工作室

会議室 4

和室

ロビー

料理実習室



広報小山 2016.4月号　₈

定住自立圏形成協定を議決しました。

問道の駅思川
☎ 38–0201

①中心市宣言

平成 27 年 6 月 29 日小
山市が、圏域形成に向け
て中心的な役割を担う意
思等を公表

中心市 近隣市町村

下野市・野木町・茨城
県結城市（小山市と近
接し、密接な関係を有
する市町）

②定住自立圏形成協定

定住自立圏の形成

 ・圏域共生ビジョン懇談会による検討
 ・定住自立圏の将来像や推進する具体的取組みを記載

③定住自立圏
共生ビジョン

平成 28 年 3 月各市町議会で議決
地域活性化、定住促進のために役
割を分担し、連携していくことを
明示

連携事業の
実施

　市では、「小山地区定住自立圏」の実現に向けて、平成 27 年 6 月 29 日の「中心市宣言」以降、関係
市町と協議を重ね、平成 28 年 3 月に、下野市、野木町、茨城県結城市の２市１町と、地域活性化や定
住促進のために連携していくことを定める「定住自立圏形成協定」の締結について、各市町議会で議決
しました。この協定の締結により、「小山地区定住自立圏」が形成されることとなりました。
　形成協定では、定住自立圏形成の「目的や基本方針」、「大枠での連携事項の内容」などを定めており、
今後、協定に基づく具体的な取り組みなどを盛り込んだ「定住自立圏共生ビジョン」を策定し、連携事
業に取り組んでいきます。
《連携事項の例》
①生活機能の強化に係る政策分野
　・救急医療体制の充実および圏内医療機関との連携支援等の
　　地域医療ネットワークの連携強化
　・国指定史跡等の教育や観光への広域連携活用の促進
②結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
　・地域間連携道路等の道路ネットワークの形成
　・コミュニティバス、デマンド交通等の地域公共交通の連携推進
③圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
　・専門家等の高度な人材の確保、人材情報の共有化
　・職員研修制度の充実等による人材育成

問総合政策課
☎ 22–9356

下野市

小山市
結
城
市

野
木
町

定住自立圏　
構想を進める

４市町

　平成 18 年 4 月 29 日に「道の駅思川」が誕生し、おかげさまで 10 周年を迎えることとなりました。
　日ごろのお客さまのご愛顧に感謝して、10 日間の記念イベントを開催します。ぜひ、お越しください。

4 月 29 日㈮　10:00 ～ 11:00　オープニングイベント
　　　　　　  10:00 ～ 14:00　CRT 栃木放送一日放送局
4 月 30 日㈯　ポーセラーツ体験教室、ケーナ Ren コンサート
5 月 1 日㈰　ふじのみさコンサート
5 月 2 日㈪　ベリーダンス、バラエティショー、歌謡ショー
5 月 3 日㈫　おやまブランドまつり（詳細は本紙 10 ページ参照）
5 月 4 日㈬　北沢健コンサート
5 月 5 日㈭　爆笑さる笑点
5 月 6 日㈮　大正琴
5 月 7 日㈯　とちおとめ 25 コンサート
5 月 8 日㈰　大抽選会

道の駅「思川」10周年記念イベント



●軽自動車（四輪以上および三輪）のグリーン化特例【平成 28年度のみ】
　平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに新規登録された排気ガスや燃費の性能に優れた環境負荷の小さな車両
に対して適用されます。

車種区分 平成 28 年度以降の税額
①旧標準税額 ②標準税額 ③重課税額

四輪
以上

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貸物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

●軽自動車（四輪以上および三輪）

※新規登録された月により、①旧標準税額 ②標準税額 ③重課税
　額のいずれかが適応となります
①平成 27 年 3 月 31 日以前に新規登録された車両で、初めて車
　両番号の指定を受けた月から 13 年目までの車両
②平成 27 年 4 月 1 日以降に新規登録された車両で、初めて車
　両番号の指定を受けた月から 13 年目までの車両
③新規登録から 13 年を経過した車両（平成 28 年度から対象とな
　るのは新規登録の初度検査年月が平成 14 年 12 月までの車両です）

区分 標準税額 軽課税額

軽減率 － 標準税額の概ね 75％軽減 標準税額の概ね 50％軽減 標準税額の概ね 25％軽減

軽課税率の対象 －
電気自動車および
天然ガス自動車

・乗用 : 平成 32 年度燃費
　基準 +20％達成車
・貨物 : 平成 27 年度燃費
　基準 +35％達成車

・乗用 : 平成 32 年度燃費
　基準達成車
・貨物 : 平成 27 年度燃費
　基準 +15％達成車

四輪
以上

乗用
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

車種区分 平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原付バイク

50㏄以下 1,000 円 2,000 円
90㏄以下 1,200 円 2,000 円
125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 250㏄以下 2,400 円 3,600 円
二輪の小型自動車 250㏄超 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円
特殊作業用 4,700 円 5,900 円

被けん引車 二輪 2,400 円 3,600 円

※上記の車両については、登録年月や環境負荷に関わらず、
　平成 28 年度から全ての車両が新税率になります。

●原付バイク（125㏄以下）・二輪車（125㏄超）・小型特殊自動車等

※電気自動車および天然ガス自動車は、平成 21 年排ガス規制に適合し、かつ平成 21 年排ガス基準値より 10％以上窒素酸化
　物の排出量が少ない車両に限ります
※ガソリン車、ハイブリッド車は、平成 17 年排ガス規制に適合し、かつ平成 17 年排ガス基準値より 75％以上窒素酸化物の
　排出量が少ない車両に限ります

軽自動車税の税額が変わります

【特別徴収される市県民税】
　公的年金所得にかかる税額のみが差引かれます。
　年金以外の所得にかかる税額については、納付書または口座振替で納めていただきます。

市県民税の公的年金からの特別徴収
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問市民税課
☎22–9424

65 歳を迎えると、市県民税が公的年金から特別徴収（差引き）になります。

納入方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収
徴収月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 H29.2 月

税額 平成 28 年 2 月差引き分と同額
を 4・6・8 月にそれぞれ差引き

年税額から仮徴収分を引いた額
を 10 月から 3 回に分けて差引き

▪平成 27年度から引き続き、差引きになる方

納入方法 普通徴収
（納付書または口座振替）

年金からの特別徴収
（差引き）

納期限・
徴収月

6 月 30 日
（第 1 期）

8 月 31 日
（第 2 期） 10 月 12 月 H29.2 月

税額 年税額の半分を 2 回に分けて納
付書または口座振替で納付

年税額の残り半分を 10 月から
3 回に分けて差引き

▪平成 28年 4月 1日現在 65 歳の方と前年度途中で年金差引きが止まった方

平成 28 年度

平成 28 年度から
問資産税課
☎22–9432

【特別徴収の方法】【対象者】
　平成 28 年 4 月 1 日（基準日）現
在 65 歳以上で、老齢・退職年金を
受給し、①・②のいずれかに該当す
る方
①公的年金の他に収入があり、平成
　27 年中に受給した公的年金所得
　に対して市県民税が課税される方
②収入が公的年金のみで、平成 27
　年中に受給した公的年金収入の合
　計が、148 万円を超えている方
※対象の方には、6月中に「市民税・
　県民税　納税通知書」が郵送され
　ます

地方税法の一部改正により
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♦駅からハイキング 春を感じる！思川桜と「開運のまち おやま」満喫コース

期間　4月5日㈫～ 21日㈭ 9:00 ～ 11:00受付 ※11日㈪、18日㈪除く
内容　まちの駅思季彩館を出発し、市内の史跡と桜の名所を巡るハイキング
問JR東日本駅からハイキング事務局☎03-5719-3777

♦「開運のまち おやま」に思川桜の花開く…
　開運のサクラめぐり in おやま思川桜まつり（開運おやま健康マイレージ対象）
受付　4月10日㈰10:30 ～ 14:30（各自出発で15:00までにゴールしてください）
内容　小山御殿広場を発着点に城山公園や須賀神社など、桜が彩る名所・旧跡を
　　　巡る特典付きのウォーキング（申込みは当日本部で受付）
特典　おいしいお米をプレゼント（ゴール後、アンケートに回答した方限定）、いいとこ教え隊・歴史ガイドに
　　　よる名所解説など　※当日はまちの駅「思季彩館」でお茶席を開催します　問商業観光課☎22-9273

♦鯉のぼり群遊　　　
期間　4月8日㈮～ 5月6日㈮
会場　小山総合公園
問(一社)小山市観光協会☎30-4772

日時：4月10日㈰　10:00 ～ 15:00
会場：小山御殿広場（市役所北側）
　小山の市花である思川桜が思川沿いや祇園城通りなど、市内各所に咲
き誇ります。会場内では、各種PRブースの展示や市民参加型のステー
ジイベントが開催され、市内業者による出店もあります。
　美しい思川桜を見ながら、小山のグルメを食べ、地元芸能を体感して、
小山の春を感じましょう。皆さん、ぜひ会場へ遊びにきてください！

 おやま思川桜まつり 問おやま思川桜まつり事務局
　（商業観光課内）☎22‒9273

●ステージイベント（おはやし、地元芸能、詩吟、よさこい、ダンスほか）　
●市内有名飲食店出店　●おやまブランド業者による販売　
●渡良瀬遊水地・ふゆみずたんぼ米PRブース　●本場結城紬着付体験　ほか

園城通りなど、市内各所に咲
き誇ります。会場内では、各種PRブースの展示や市民参加型のステー

◇ 関連イベント ◇

第 14 回 おやまブランドまつり

◉「ワイワイ広場」 
◆7つのブランドPRコーナー
○渡良瀬遊水地関連パネル展示・ミニよしずづくり、ヨシ舟乗船体験　○甲冑体験、折り紙体験
○ふゆみずたんぼ事業等のパネル展示・販売　○ボランティア団体による展示・PR
○思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜等のPR　○ニュースポーツ体験(ストラックアウトなど)
○小山高専によるエコカー等の試乗体験、関東能開大による展示・手こぎミニトレイン
◆おやまブランド店の出店販売　◆おーバスまつり（おーバスの展示、パトカー・白バイの展示）
◆献血および骨髄バンクＰＲ　◆グリーンカーテン用の苗の無料配布　◆結城市ブランドＰＲブース
◆おやまブランド認定品総選挙（4月1日㈮から道の駅思川で実施します。投票した方の中から、抽選で3人に
　道の駅思川の商品券をプレゼント！ )
※当日は車などの混雑が予想されますので、乗り合いでお越しいただくか、おーバス道の駅線【小山駅～道の駅】をご利用ください

◉「小山評定館」◆ものづくり子ども教室　◆ハンドベル演奏　◆本場結城紬の着付け体験

問商業観光課☎22‒9317

◉「小山物語館」◆おやまブランド産品等の特設コーナー

日時：5月3日㈫　10:00 ～ 15:00
会場：道の駅思川　※雨天決行
　小山市には、高い技術のもとに生産された農畜産物や、工芸品などがたくさん
あります。その中でも特にすぐれたものを選定した｢おやまブランド｣を、市内外
に向けてPRするため、｢第14回おやまブランドまつり｣を開催します。
　おやまブランド創生・発信の拠点である「道の駅思川」を会場に、小山の素晴
らしい特産物を取り揃えてお待ちしていますので、ぜひお越しください！
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　戦国時代は、各地に割拠した戦国大名ら群雄が、存亡をかけて戦いを繰り広
げた時代です。現在の小山市でも、平安時代から続く名家小山氏が、祇園城（現
在の城山公園周辺）を本拠として、動乱の時代を切り抜けるために様ざまな活
動を行っていました。
　小山氏や結城氏など、この地を治めた大名家の攻防や苦悩、当時の文化や人々
の祈りなどを通して、戦国の世を垣間見ていただき、郷土小山の歴史に触れて
いただこうとするものです。

「戦国時代の小山」
博物館第66回企画展

4月23日㈯～ 5月29日㈰

開催時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休　館　日　4/25㈪、5/2㈪・6㈮・9㈪・16㈪・23㈪・27㈮
入　館　料　大人200円（100円）、高・大学生100円（50円）、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金。5/18㈬「国際博物館の日」は無料

▲小山秀綱知行宛行状（当館蔵）

▲結城秀康所用
「日の丸威丸胴具足」
（伊澤昭二氏蔵）

　POJAGI（ポジャギ）とは、朝鮮王朝時に一般の女性たちの針仕事によって作ら
れたパッチワークの風呂敷のようなテキスタイルです。チマ・チョゴリ等を作る際
に出る端切れを組み合わせて作られたポジャギは、素朴でありながらも凛とした美
しさがあります。それは、端切れをも大切に使った母親の知恵と家族への愛情と労
力が作り出す表情によるものかもしれません。ぜひ、お楽しみください！

「朝鮮半島の民衆的工芸 / POJAGI as a portrait - 呉夏枝の写真作品とともに -」展
併設展示「碓井ゆい - shadow work - 」

車屋美術館第35回企画展

4月16日㈯～ 6月19日㈰

開催時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休　館　日　4/18㈪・22㈮・25㈪、5/2㈪・6㈮・9㈪・16㈪・23㈪・27㈮・30㈪、6/6㈪・13㈪
入　館　料　一般400円（300円）、高・大学生250円（150円） 中学生以下無料　※（　）内は20人以上の団体料金
関連事業　申込みは車屋美術館へ電話または　（先着順）
◆ワークショップ「ポジャギのカケラをつくろう」
　ポジャギに使われる布にふれ、技法を体験し、そ
の魅力にせまります。
日時：4/17㈰13:00 ～　会場：市立博物館　講師：呉
夏枝（アーティスト）　定員：10人　参加費：700円
◆ワークショップ「端切れを使って作ってみよう」
　端切れを帯状にし、どんどん結んでマットを作り
ます。
日時：4/23㈯13:00 ～　会場：市立博物館　
講師：天笠恵子（服飾デザイナー）　定員：30人
参加費：700円
◆ワークショップ「家事を楽しくするグッズを作ろう」
　ほうきや雑巾など家事をする道具に、家事が楽し
くなるような飾りを作ります。
日時：5/15㈰13:00 ～　会場：市立博物館　講師：碓
井ゆい（アーティスト）　定員：30人　参加費：700円
◆ギャラリートーク（予約不要）
日時：4/16㈯・6/19㈰ 各回14:00 ～
会場：車屋美術館・企画展示室 ※観覧券が必要です

◇「10×15の世界コンテスト展」関連ワークショップ
　申込みは車屋美術館へ電話または　（先着順）
①4/24㈰ 墨流しで小さな宇宙を作ろう
②5/21㈯ アクリル絵の具とコラージュでもりもり作る葉書
③6/25㈯ 絵葉書サイズで日本画
④7/23㈯ "fi ne tuning"ポストカードのワークショップ
⑤8/20㈯ もじのデザイン
⑥9/25㈰ パステルで植物の葉を描こう
⑦10/15㈯ ワックス・トランスファー「蝋で写真を

はがしてポストカードを作る」
⑧11/20㈰ つくって遊ぶポストカード
⑨12/10㈯ 身近な材料でかんたん版画
時間：各回13:00 ～　会場：間々田市民交流センター・
工作室　定員：16人　参加費：500円
◇平成28年度車屋美術館ボランティア新会員募集！
　小川家住宅の観覧者に対する案内や広報補助活動
など、当館のボランティアをやってみませんか？
募集期間：4/15㈮～ 5/14㈯　定員：20人　応募方法：
申込用紙に必要事項を記入のうえ、当館に直接また
は郵送　※申込用紙は当館にご請求ください

関連事業　申込みは4/12㈫から博物館へ電話（先着順）
◆記念講演会「戦国期下野小山氏の生き残り戦略」
日時：5/15㈰13:30 ～ 15:00　会場：博物館視聴覚室　
定員：50人（無料）　講師：栃木県立文書館古文書専門員　荒川善夫氏
◆甲冑試着体験（大人用・子ども用あり）
日時：5/1㈰・22㈰ ①13:30 ～ ②14:00 ～ ③14:30 ～ ④15:00 ～ ⑤15:30 ～
会場：博物館視聴覚室　定員：各回1組【大人2人、子ども3人まで】（無料）

まるでステンドグラスのようなパッチワーク！

申込み・問合せ
博物館☎45-5331

申込み・問合せ　車屋美術館　乙女3-10-34
☎41-0968　　d-kurumaya@city.oyama.tochigi.jp
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申込み・問合せ
博物館　〒329-0214　乙女1-31-7　☎45-5331　月曜休館
ハガキに、①講座名、②郵便番号・住所・電話番号、③参加者全員の
氏名（学校学年、一般、保護者、幼児）を明記のうえ、各必着日ま
でに郵送してください。※申込み多数の場合は抽選（一部講座除く）。
抽選の結果や各講座内容等の詳細は、後日連絡します

講座名 日　時 対　象 内　容 参加料 申込み・必着日

博物館周辺史跡
を歩く

「思川桜と乙女
河岸」  

4/10 ㈰
9:30 ～

12:30
一般
定員 10 人（先着）

博物館ボランティアの案内で、館周辺の史跡を徒歩で
巡ります。
コース：博物館→常設展示→乙女不動原瓦窯跡→北浦
遺跡→乙女河岸→伝寒川尼墓所→網戸城跡→乙女人車
鉄道跡→博物館

100円 電話
4/9 ㈯まで

博物館周辺史跡
を歩く

「いざ鷲城へ」

5/8 ㈰
9:15 ～

14:00
一般
定員 7 人（先着）

博物館ボランティアの案内で、館周辺の史跡を徒歩と
バスで巡ります。
コース：博物館→間々田八幡宮→千駄塚古墳→安房神
社→鷲城→県南体育館前バス停・・（バス）・・車屋美
術館前バス停→博物館〔徒歩部分約 8キロ〕

300円
電話

4/12 ㈫～
5/7 ㈯まで

博物館めぐり 5/18 ㈬ 一般
定員 40 人（抽選）

群馬県立日本絹の里、敷島公園バラ園
行き：市役所 8:30 発～博物館 8:45 発
帰り：博物館 16:45 着～市役所 17:00 着
※ 申込みの際は、上記の①～③に加え、④希望出発地（市
役所または博物館）、⑤年齢を必ずご記入ください。記
入もれがあると受付できないことがあります

千円
程度

ハガキ
5/5 ㈭

まが玉を作ろう
5/21 ㈯
9:30 ～

11:30
小学４年生～一般
定員 30 人（抽選）滑

かっせき

石で自分だけのオリジナルまが玉作り 200円 ハガキ
5/8 ㈰

縄文土器を作ろう
6/25 ㈯
13:00 ～

16:00
小学４年生～一般
定員 15 人（抽選）社会科の歴史で学習する縄文土器作り 400円 ハガキ

6/12 ㈰

学芸員調査研究
報告会「俵藤太
伝説と小山氏」

6/26 ㈰
13:30 ～

15:00
一般
定員 30 人（先着）

学芸員が日頃調査研究しているテーマを分かりやすく
解説します。報告者：佐久間弘行（当館学芸員） 無料

電話
4/12 ㈫～

6/25 ㈯まで

麦わら細工教室
「ガラガラと
　ほたるかご」

7/16 ㈯
13:30 ～

15:30
小学４年生～一般
定員 15 人（抽選）

麦わらを編んで「ガラガラ」と「ほたるかご」作り
講師：博物館友の会の皆さん 無料 ハガキ

7/1 ㈮

川の生き物観察会
7/30 ㈯
9:30 ～

11:30

小学生～一般
（小学 1・2年生は
保護者同伴）
定員 30 人（抽選）

川に入って、ザリガニや小魚などを観察、採取します。 無料 ハガキ
7/15 ㈮

夏休み工作教室
「空気砲を作ろう」

7/31 ㈰
9:30 ～

11:00
小学 3年生～一般
定員 20 人（抽選）

段ボール箱やペットボトルで空気砲を作り、遊びます。
（段ボール箱やペットボトルは各自で用意） 無料 ハガキ

7/15 ㈮

文化芸術振興活動事業助成金
　自主的で創造的な「小山らしい」
特色ある文化芸術振興のため、市
民の様ざまな文化芸術活動や若手
芸術家の育成などに対し、文化芸
術振興基金から経費の一部を助成
します。
募 集 期 間　4 月 1日㈮～ 5月 31日㈫
　　　　　　【土日 ･祝日を除く】
申 請 方 法　指定の申請書および添付書類を文化振興課に提出してください。
※募集案内および申請書は、文化振興課・各公民館にあります。また、市ホームページでダウンロードできます
事業の選定　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術振興活動事業
選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※選定時では、分野、実施内容、実施体制、将来性および予算等を総合的に勘案します

助成対象事業 対　象 助成内容
文化芸術の創造または
普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出

身者または市内で活動する各種市民
団体等

助成対象経費の
３分の２以内地域文化財等の保存ま

たは活用に関する事業

文化芸術を担う人材を
育成または文化芸術を
奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出
身の若手芸術家で、将来市の文化芸
術発展に寄与できるもの

限度額 200万円
※年間1人。該当
者なしの場合あり

問文化振興課☎22-9662

博物館
前期講座のお知らせ



13　広報小山 2016.4月号

講座名 期日・内容 時間 定員 受講料

教
養
大
学

江戸学のススメ
生活文化について学ぼう！

①5/28㈯ ②6/25㈯ ③7/23㈯ 講義
④9/17㈯ 野外学習（江戸東京博物館）
⑤10/29㈯ 落語家によるお話と寄席鑑賞会

13:30 ～ 15:30
※④野外学習は終日 40人 4,500 円

能楽鑑賞講座
能を楽しむ、謡いを楽しむ

①5/10㈫ 歴史と文学　②5/24㈫ 能面と装束
③6/7㈫ 能の楽しみ方
④6/21㈫ 野外学習（国立能楽堂）

13:30 ～ 15:30
※④野外学習は終日 50人 4,000 円

放送大学栃木学習センター
出前講座

①6/11㈯ ②7/2㈯ 日本農業のあゆみとアメ
リカ －ペリー来航からTPP－　③7/23㈯ 10:00 ～ 12:00 40人 500 円

市
民
講
座

家系図作り講座
～家系図の魅力と作り方～

①5/15㈰ 家系図とは　②6/12㈰ 名字の由来
と相続　③7/10㈰ 書き方 13:30 ～ 15:00 40人 1,500 円

男の料理教室
えぷろん亭「小山の名店」
和食・イタリアン・中華

①5/21㈯ 中華「美慧」
②6/13㈪ ③6/27㈪ イタリアン「タケゾー」
④7/5㈫ 和食「波奈つどい亭」

10:00 ～ 12:00 20人 4,500 円

還暦からの山歩き
～初めての方も大歓迎～
※ペアでも個人でも申込み可

①7/4㈪ 講義（山歩きの基本）
②7/9㈯ 実践（霧ヶ峰・八島ヶ原湿原～車山）
※雨天時は7/16㈯に延期

①18:30 ～ 20:30
② 6:00 ～ 20:00 36人 5,000 円

自然観察セミナー ①5/9㈪ 塩原　②6/3㈮ 奥日光　③7/20㈬ 
長瀞　④8/18㈭ 講義　⑤9/24㈯ 思川 毎回変わります 40人 ７,000 円

託
児
付
き
市
民
講
座

癒しのこけ玉づくり
～緑のある暮らし～

①5/13㈮ こけ玉　②5/27㈮ うつわ(陶芸)
③6/10㈮ こけ玉　④6/24㈮ 小物作り 13:30 ～ 15:30 40人 4,000 円

※要託児 4,500 円

ポーセリンアートで彩る
ティータイム

①5/26㈭ ウェルカムボード　②6/9㈭ お皿
③6/23㈭ カップ＆ソーサ　④7/7㈭ 和紅茶 10:00 ～ 12:00 20人 4,000 円

※要託児 4,500 円

リフレッシュヨーガ 心と体のバランスを整えましょう　①5/14㈯
②5/21㈯　③6/4㈯　④6/18㈯　⑤7/2㈯ 14:00 ～ 15:30 20人 1,500 円

※要託児 2,000 円

子育て応援！
ママのためのほっとタイム

①5/18㈬ ②5/25㈬ リネンのポーチ作り
③6/15㈬ 食育料理　④6/29㈬ ヨーガ 10:00 ～ 12:00 20人 3,500 円

※要託児 4,000 円

学
級

小山地区女性学級
～学びつつ豊かに生きる～

①6/20㈪ 体操　②7/16㈯ 歌声喫茶
③8/20㈯ 雅楽鑑賞会　④9/26㈪ 野外学習
⑤10/17㈪ 折り紙　⑥11/7㈪ スポーツ吹き矢
⑦12/14㈬そば打ち

10:00 ～ 12:00
※②③は午後。
④野外学習は終日

40人 4,500 円

小山地区シニア学級
～生きがい・仲間づくり～

①5/18㈬ 講話　　　②6/14㈫ 野外学習
③7/16㈯ 歌声喫茶　④8/20㈯ 雅楽鑑賞会
⑤10/29㈯ 寄席　　 ⑥12月中 講話（予定）

①10:00 ～ 12:00
②野外学習は終日
③～⑥午後

40人 4,000 円

親子学びの森
体験楽習プログラム

①6/25㈯ Hondaの出前教室　②7/3㈰ 料理と講話
③8/7㈰ 野外学習　④8/20㈯ 雅楽ってなあに？

①・②午前中、
③終日、④午後

親子20組
40人 ペア 5,500 円

共
催

ばらづくり園芸講座
（小山ばら会）

①5/21㈯ ②6/18㈯ ③7/23㈯ ④10/22㈯
⑤11/12㈯　※会場は道の駅「思川」です 13:30 ～ 15:30 15人 5,000 円

中央公民館
 前期講座
受講生募集

申込み
期間　4/1 ㈮～ 15 ㈮【必着】
方法　来館にて申込書に記入、または必要事項を明記のうえ、ハガキ・FAX で同館へ
記載事項　①講座名、②住所、③氏名（フリガナ）、④年齢、⑤携帯電話番号
※託児付き講座をご希望の方は、託児の有無と子どもの人数を明記
開講のご案内
参加が確定した方に開講通知を送付します。
定員を超えた場合は公開抽選（4/16 ㈯ 11:00 から同館第 2 研修室）を行います。
※抽選の場合は、初参加の方や小山市民を優先します
※抽選にもれた方には通知しませんのでご了承ください
受講料のお支払い
4/30 ㈯までに同館窓口へ
※キャンセルは 4/30 ㈯まで。同日以降のキャンセルは返金できません
※申込者が少ない講座は開催できない場合もあります

※ 7 月開講の「夏休み子ども科学教室」は、6 月頃に各学校から配布される「公民館・文化センターのお知らせ」をご覧ください

申込み・問合せ
中央公民館
〒323-0023
小山市中央町1-1-1
☎22-9562･9563
℻  24-3021
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　加入する健康保険や国民健康保険証の内容に変更があった場合は、市役所へ届出が必要です。国保加入の届出が
遅れると、社会保険等の資格がなくなったときまでさかのぼって加入し、保険税を納めることになります。また、
他の健康保険に加入しているのに国民健康保険証を使って医療機関等を受診すると、後で国民健康保険が負担した
分の医療費の返還をお願いすることもあります。このようなことにならないためにも、届出は必ず変更のあった日
から 14日以内に済ませてください。

国民健康保険の届出を忘れずに！

国民健康保険からのお知らせ

※
手
続
き
は
、
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
い
ず
れ
の

手
続
き
に
も
印
か
ん
と
本
人
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す

※
✿
の
つ
い
た
手
続
き
は
国
保
年
金
課
で
お
願
い
し
ま
す

マル学※の被保険者が学生でなくなった（卒業など）場合
マル学の資格を喪失しますので、必ず手続きをしてください。
※小山市国民健康保険に加入するお子さんが、修学のため一時的に他市区町村に転出した場合の特例です
社会保険加入や小山市を転出される方
●社会保険認定日以降、小山市国民健康保険は使えません。
　例社会保険の認定日が平成28年1月1日の場合は、社会保険証の交付日が平成28年1月22日でも、保険証の認定
日である1月1日から社会保険が有効になります。(小山市国民健康保険が使えるのは、平成27年12月31日までです。）
●転出日以降、小山市国民健康保険は使えません。
　例平成28年1月1日転出を平成28年1月5日に届け出た場合、平成28年1月1日から転出先市区町村の国民健康保
険となります。(小山市国民健康保険が使えるのは、平成27年12月31日までです。）
≪注意≫
社会保険に加入し、社会保険証が交付される前に病院を受診する場合は、事前に会社や医療機関に相談してから受診
するなどして、お手元にある国民健康保険証は使用しないでください。社会保険証が交付されたら、交付された社会
保険証と国民健康保険証をお持ちのうえ、市民課または出張所で国民健康保険脱退の手続きを行ってください。早め
に医療機関にも健康保険が変わった旨のご連絡をしてください。

こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
「加入」
するとき

転入したとき 前住所地の転出証明書
会社等の健康保険をやめたとき
会社等の健康保険の被扶養者でなくなったとき
任意継続の健康保険をやめたとき

健康保険資格喪失証明書（任意継続健康
保険資格喪失証明書）、年金手帳（60 歳
以上、任意継続からの切替えの方は不要）

生活保護が廃止されたとき 生活保護廃止決定通知書
国保の世帯に子どもが生まれたとき 母子手帳、保護者の国民健康保険証

国保を
「脱退」
するとき

転出するとき 国民健康保険証
会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証、会社等の健康保険証（ど
ちらも該当者全員分）

生活保護が開始されたとき 生活保護決定通知書、国民健康保険証
死亡したとき 国民健康保険証

その他

住所・氏名・世帯主・世帯に変更があったとき 国民健康保険証
保険証を紛失または破損、汚したとき（再交付） 本人確認書類（運転免許証等）
修学のため一時的に他市区町村に住むとき（マル学）国民健康保険証・在学証明書
施設入所や長期入院のため、他市区町村に住むとき
（住所地特例）※対象施設限定

国民健康保険証・入所（入院）証明書

介護保険適用外施設に入所している方が、介護保険
第 2号被保険者になったとき（世帯主の届出により
国保税介護保険分の納付が不要）✿

国民健康保険証・入所（入院）証明書

前住所地で特定同一世帯所属者または旧被扶養者と
して国保税の軽減措置を受けていた方が、小山市で
も継続して軽減措置を受ける場合✿

前住所地で発行された特定同一世帯所属
者連絡票または旧被扶養者連絡票

交通事故などの第三者行為で国保の保険証を使って
治療を受けるとき✿

国民健康保険証・交通事故証明書

医療費を節約しましょう
　医療の受け方や生活習慣を見直して、医療費を節約
しましょう。
◯かかりつけ医をもちましょう。
◯ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しましょう。

◯毎年健診（40歳から74歳の方は特定健診）を受けて
健康管理に役立てましょう。
◯生活習慣を見直し、栄養・運動・休養をバランスよ
くとりましょう。
◯休日や時間外の受診はなるべくさけましょう。

問国保年金課☎22-9414・9415
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問国保年金課☎ 22 -9418
健康増進課☎ 22-9522

　「今は元気だから」「必要なら病院に行くし」などと自分には関係ないと思ってしまいがちな健診。し
かし、それは大きな誤解です。健診は自身の健康状態を知って生活習慣の改善につなげるよいチャンス
です。ぜひ、年に一度健診を受けましょう。

■集団健診（検診）■
受診場所　　保健・福祉センター、公民館など
自己負担額　1,000 円（65 歳以上の方は無料）
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

誕生月 12･1･2 月 3･4･5 月 6･7･8 月 9･10･11 月

受診券等発送 4 月中旬 6 月中旬 8 月中旬 10 月中旬

健診受診月 5 ～ 6 月 7 ～ 8 月 9 ～ 10 月 11 ～ 12 月

受診方法　事前申込みが必要です。申込み専用ハガ
キ ※ でお申込みください。お申込みいただいた方の
み、問診票を郵送します。
※ 本紙 3 月号と同時配布の「平成 28 年度健康のし
おり」に折込みで入っています

受診方法　受診券が届いてから、市内指定医療機関
にご自身で予約したうえで受診してください。

健診結果　約 1 カ月半後に結果をお返しします。 

■個別健診（検診）■
受診場所　　市内指定の 70 医療機関　　
自己負担額　1,500 円（65 歳以上の方は無料）
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

●基本健診は集団または個別で受診できます。

健診結果　受診医療機関でお受け取りください。

●集団ではがん検診も一緒に受診することができます！
　検診項目　胃・肺・大腸・前立腺（50 歳以上の男性）・女性（子宮・乳）がん
　対象者　　勤務先や人間ドック等で受診機会のない方
　受診方法　事前申込みが必要です。申込み専用ハガキ※でお申込みください。
　※ 本紙 3 月号と同時配布の「平成 28 年度健康のしおり」に折込みで入っています

検査項目　問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等
対 象 者　・40 歳以上の小山市国民健康保健加入者（特定健診）
　　　　　・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
　　　　　・40 歳以上の生活保護受給者（一般健診）　　　
　　　　　※ 上記以外の方は加入する医療保険者（社会保険）が実施します。受診方法等の詳細は、
　　　　　　加入する医療保険者にお問い合わせください

基
本
健
診

詳細は、本紙 3 月号と同時配布の「平成 28 年度健康のしおり」をご覧ください！
病気を未然に防ぐため、年に一度、健診を受けましょう！

が
ん
検
診

年に一度は受けましょう！ 

　特定健診・がん検診 

金額：市民花火・ナイアガラ瀑布ともに1口2,000円以上
申込み：5月27日㈮までに商業観光課または商工会議所・各商工会へ
◯商業観光課☎22-9273　　　　◯小山商工会議所☎22-0253　◯間々田商工会☎45-0261
◯小山市美田商工会☎37-0631　◯桑絹商工会☎22-4523

第65回小山の花火～市民花火・ナイアガラ瀑布の募集～
問おやまサマーフェスティバル2016実行委員会事務局（商業観光課内）☎22-9273

■市民花火･･･慶祝辞の記念に

■ナイアガラ瀑布･･･願い事をかけて
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●特別児童扶養手当（所得制限あり）�
▪受給資格
　20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその
養育者
※障がい児･･･身体障がいの程度がおおむね3級以上
か療育手帳A1、A2、B1に該当している方
支給額（月額）：1級障がい児1人につき51,500円
　　　　　　　 2級障がい児1人につき34,300円
※障がいを支給事由とする公的年金を受給している場
合、または児童が施設入所中の場合は受給できません
●重度心身障がい児介護手当 �
▪受給資格
　20歳未満の次のような状態にある障がい児を扶養
している保護者
①身体障がいの程度が2級以上で、かつ身体障害者手
帳を所持している方
②知的障がいの程度がA1、A2の方
支給額（月額）：障がい児1人につき5,000円
※障害児福祉手当とは同時に受給できません
●障害児福祉手当（所得制限あり）�
▪受給資格
　20歳未満で精神または身体に著しい重度障がいが
あるため、日常生活で常時介護を必要とする状態にあ
る方
支給額（月額）：14,600円
※障がいを支給事由とする公的年金を受給している場
合、または児童が施設入所中の場合は受給できません
●特別障害者手当（所得制限あり）�
▪受給資格
　20歳以上で、原則として精神や身体に著しい重度
の障がいが重複しており、日常生活で常時特別介護を

必要とする状態にある方
支給額（月額）：26,830円
※施設入所中または継続して3カ月以上入院している
場合は受給できません
※すでに受給している方で、施設へ入所または3カ月
以上入院した場合は必ず福祉課へ届け出てください
●難病等福祉手当
▪受給資格
　栃木県知事から指定難病特定医療費受給者証、一般
特定疾患医療受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者
証のいずれかを交付されている方
支給額（年額）：12,000円
※この手当は、申請の翌年度分から支給対象となりま
すので、速やかに申請してください
●重度心身障がい者の医療費助成
▪助成対象
①身体障がいの程度が2級以上で、身体障害者手帳を
所持する方
②知的障がいの程度がA1、A2で療育手帳を所持する方
③知的障がいの程度がB1で療育手帳を所持しており、
かつ身体障がいの程度が4級以上で身体障害者手帳
を所持する方

内容：保険適用診療分（高額療養費等を除く）の自己
負担額を助成
※文書料等の保険適用外のものや食事代は対象外ま
た、65歳以上75歳未満の方は診療分の1割の金額が
助成となります

障がい者（児）の方へ
問福祉課☎22-9624・FAX24-2370　※詳細はお問合せください

お子さんを養育する方へ
問子育て・家庭支援課☎22-9634　※詳細はお問合せください

は20歳未満）までの児童を監護している母、監護し、
かつ生計を同じくしている父、または父母に代わる養
育者等へ支給。
支給額（月額）：9,990円～ 42,330円
※本人および同居の家族の所得により支給月額が0円
となる場合があります
※第2子、第3子以降はそれぞれ加算があります
○遺児手当（所得制限あり）
▪受給資格
　父母の一方または両方が死亡した義務教育修了前の
児童を監護する父母、または父母以外で養育している
方
支給額（月額）：児童1人につき3,000円

○児童手当
▪受給資格
　中学校修了前までの国内居住の児童を養育している
方（所得により特例給付あり）
支給額（月額）：

○児童扶養手当（所得制限あり）
▪受給資格
　離別等により母子家庭または父子家庭等であるこ
と。18歳到達後最初の3月31日（政令で定める場合

3歳未満15,000円
3歳～小学校修了前（第1･2子）10,000円

（第3子以降）15,000円
中学生10,000円
特例給付5,000円

福祉手当について

※�がついている手当は申請の翌月分から
支給対象となりますので、速やかに申請
してください
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いきいき百歳体操
～高齢者向け手軽な介護予防の体操～

地域の皆さんと一緒に運動してみませんか？
　「最近、足腰が弱くなった。」など年齢を重ねるにつれ、このように感じている方も少なくないと思います。また、
一人で運動を継続するのは難しくても、仲間と一緒に、通える地域の場所で運動をすれば継続できるという声も
耳にします。
　そこで、市では高齢者の皆さんが地域のなかでいきいきと生活し続けるための方法の一つとして、手軽にでき
る「いきいき百歳体操」を紹介しています。

いきいき百歳体操（おやま・まちづくり出前講座）
　市では、重りを手首や足首につけて行う介護予防に効果的な手軽な体操を紹介しています。
【受講方法】
　「おやま・まちづくり出前講座」に登録がありますので、参加者を集めて（で
きれば10人以上）、会場を用意していただければ、講師を派遣します。
　初回は、体操の目的や効果等の説明と、体操の紹介・体験をします。その後、
実施希望団体には、講師を4回派遣し、体操の実技指導を行います。以降は、
地域の皆さん自身で体操を継続していただき、市は定期的に体操の効果等を
確認するため、体力測定などを行いに伺います。
【講座時間】
　おおよそ1時間
まずは、体操の効果を知って、体験してみませんか？

問高齢生きがい課
☎22-9616・9647

（参加者の声）
・体が軽くなり、歩くのがスムー
ズになった！
・体操だけでなく、地域の方々
と会って話すのが楽しい。

4月から「ｉ広報紙」と「TOCHIGI ebooks」で広報を配信します

ｉ広報紙とは？
　専用のアプリケーション「ｉ広報紙」
をダウンロードし、広報おやまをお気に
入りに登録することで、毎月発行日にお
持ちのスマートフォンやタブレット端末
に配信されます。
※アプリのダウンロード・閲覧は無料です
が、通信料がかかりますのでご注意くださ
い。民間企業が作成したアプリのため、ア
プリ上に民間企業が設定した広告が表示さ
れますのでご了承ください

問秘書広報課☎22‒9353

TOCHIGI ebooksとは？
　栃木県内の自治体などが発行する広報紙や観光情報誌など
を電子書籍化し、無料閲覧できる地域特化型電子書籍ポータ
ルサイトです。
　パソコンやスマートフォン、タブレット端末で見ることが
できます。このサイトでは県内各自治体のさまざまな情報も
見ることができますので、ぜひご覧ください。
※閲覧は無料ですが、通信料がかかりますのでご注意ください

《URL》
http://www.tochigi-ebooks.jp

　市は、「いつでも」・「どこでも」・「だれでも」広報紙を見ることができるよう、4月から「ｉ広報紙」
と「TOCHIGI ebooks」で広報の配信を始めます。紙だけでなくパソコンやスマートフォン、タブレッ
ト端末で広報おやまを読むことができるようになります。ぜひご活用ください。

まずはこちらの
QRコードに
アクセス！

まずはこちらの
URLまたは
QRコード
にアクセス！

いつでも　どこでも　スマホで　広報！

体操を続けてくださる団体

には、DVDプレゼント！
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園名･所在地･
連絡先 事業内容・日程

早
さわらび

蕨幼稚園
城山町2-4-21
☎22-0093

★親子教室
　月2回水曜日10:00 ～ 11:00
★参加行事
　バザー 6月　夕涼み会 8月
　運動会 10月　クリスマス会 12月
★子育て相談　★園庭開放 毎週金曜日

認定間々田
こども園
乙女3-1-6
☎45-0223

★子育て相談《育児や健康管理等》
　年間を通して実施
★高齢者との交流　★お楽しみ会　7/23㈯
★未就園児教室（ハーモニーキッズ） 6月～
★学童保育　★園庭開放

静林幼稚園
喜沢199
☎22-1792

★ピノキオ教室[未就園児親子教室]
　親子体操、手遊び、うた、お話し、じゃがい

も掘り、お祭りごっこ、運動会ごっこ、さつ
まいもほり、クリスマス会、集合ゲームなど

　4/28㈭、5/27㈮、6/24㈮、7/8㈮、
　8/24㈬、10/21㈮、12/2㈮、2/24㈮
★園庭解放　★学童保育

せいほう幼稚園
中久喜1221-1
☎22-3618

★ABC キッズ[未就園児親子教室（英語）]
★かんがるーくらぶ
[未就園児親子教室（日本語）]
★どんぐりクラブ[未就園児教室]
　対象　2、3歳児　※日程は要問合せ
★園庭開放 毎週水曜日 ★学童保育 ★子育て相談

梅ヶ原幼稚園
城東5-11-20
☎25-3333

★親子体操教室
　5/18㈬、6/15㈬、7/6㈬、8/24㈬、9/7㈬、
　11/2㈬、12/21㈬
★運動会 10/9㈰
★学童保育　★園庭開放

ことぶき幼稚園
小薬307
☎37-0081

★親子教室 毎月第1水曜日　5月～
★夕涼み会 7/16㈯　★運動会 10/8㈯
★高齢者との交流会　★園庭開放 放課後
★学童保育　★子育て相談 随時

みのり幼稚園
萩島56
☎38-2027

★ひよこクラブ[親子教室]
　園庭開放 4/26㈫、5/17㈫、6/7㈫、7/5㈫、
　8/31㈬、10/18㈫、11/15㈫、12/13㈫、
　2/14㈫
　夕涼み会 7月　運動会 10月　作品展 2月
★子育て相談 随時　★学童保育
★高齢者との交流

ひまわり幼稚園
横倉新田287-2
☎27-0441

★ひまわりキッズ[親子教室]
　5/20㈮、7/6㈬、10/14㈮、12/20㈫、
　1/13㈮、1/20㈮、2/17㈮
★夏祭り 7/16㈯　★ひまわり学園祭 11/6㈰
★園庭開放 
　5/27㈮、6/24㈮、7/15㈮、9/9㈮、10/21㈮、
　11/25㈮、3/24㈮･27㈪～ 31㈮

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3-14-2
☎23-6870

★のびのび体験クラス[親子教室]
　5/17㈫、6/7㈫、7/12㈫、8/30㈫、9/13㈫、
　10/25㈫、12/14㈬、1/17㈫、2/14㈫
★なかよしひろば[園庭開放]
　5/23㈪、6/8㈬・21㈫、7/2㈯、8/4㈭･26㈮、
　9/10㈯、10/21㈮、11/2㈬、1/24㈫、2/10㈮、
　2/25㈯、3/8㈬

認定こども園
小山幼稚園
東城南5-23-7
☎27-3534

★すずらんクラブ[親子教室]
　毎月1回金曜日10:30 ～ 11:30
★子育て相談 随時　★学童保育
★園庭開放
　4/26㈫、5/31㈫、6/22㈬、7/4㈪、8/4㈭、
　8/22㈪、9/6㈫、10/24㈪、11/15㈫、
　12/13㈫、1/17㈫、2/2㈭

問こども課☎22―9614幼稚園・認定こども園 子育て支援事業

★ ★

園名･所在地･
連絡先 事業内容・日程

乙女幼稚園
乙女2-30-22
☎45-0740

★ピヨちゃんクラブ[親子教室]
　毎月第3･4火曜日
★親子観劇会　★いもほり　★夕涼み会　
★ミニ運動会　★絵本の日　★クリスマス会
★2歳からの楽しい感性あそび 毎月1回
★子育てママのブックレット 定期発行

羽川幼稚園
羽川190-7
☎25-4794

★親子教室
《おともだちと一緒に楽しい体験ができます》
　4/20㈬、5/16㈪、6/17㈮、7/8㈮、8/2㈫、
　9/5㈪、10/14㈮、12/10㈯、1/23㈪、
　2/24㈮
★園庭開放 平日17:00まで
★みんなであそぼうよ 7月
★夕涼会 8月　★作品展 11月　★学童保育

栗の実幼稚園
神鳥谷1-5-11
☎25-6906

★ちびっこクラブ[親子教室]
　《親子体操、制作遊び等》毎月水曜日1 ～ 2回
★サマースクール 8月　★運動会 10月
★観劇会 11月
★園庭開放 11月～（水･金曜日）
★学童保育　★子育て相談 随時

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38-2636

★おひさまクラブ《2歳児支援》
　月･木コース、水コース
★FUN FUN KIDS《親子イベント》
　月2回程度火曜日
★ママといっしょに

《なかよしルーム･園庭開放》
　金曜日10:00 ～正午

認定とまと
こども園
下泉488-3
☎38-3121

★ぴよぴよクラブ[親子教室]
　4/22㈮、5/20㈮、6/10㈮、7/8㈮、8/26㈮、
　9/2㈮、10/7㈮、11/4㈮、12/9㈮、1/13㈮、
　2/10㈮、3/3㈮
★子育て相談 随時　★学童保育
★園庭開放 放課後

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37-7320

★なかよしクラブ[親子教室]
　4/22㈮、5/20㈮、6/10㈮、7/2㈯･29㈮、
　9/9㈮、10/1㈯・21㈮、11/5㈯ ･18㈮、

12/16㈮、1/20㈮、2/4㈯･22㈬、
　3/3㈮･17㈮
★おたのしみ会 7/2㈯　★運動会 10/1㈯
★作品展 11/5㈯　★発表会 2/4㈯

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49-2471

★親子教室《体操、制作、遊び、おはなし等》
　5/27㈮、6/24㈮、7/7㈭・16㈯、10/1㈯、
　11/4㈮、12/3㈯、2/3㈮、3/3㈮
★園庭開放 月～金曜日の放課後
★子育て相談 随時
★学童保育　★高齢者との交流

認定おおや
こども園
東野田2130-1
☎28-0080

★ひよこ教室[親子教室] 10:00 ～ 11:00
　5/24㈫、6/7㈫、7/5㈫、9/6㈫、10/18㈫、
　11/15㈫、12/13㈫、1/24㈫、2/21㈫
★夕涼み会 7/16㈯　★子育て相談 随時
★運動会 10/8㈯　★園庭開放
★芋掘り 11/1㈫　★学童保育
★お遊戯会 12/10㈯　★高齢者との交流

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679-3
☎0282-67-3038

★なかよしランド[未就園児親子教室]
　5月より月1回実施
★夕涼み会 8月　★運動会 10月　
★さつま芋掘り 10月　★作品展 12月
★発表会 2月　★子育て相談 随時
★園庭開放　★学童保育　★高齢者との交流

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問合せください

★ ★★ ★★
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　市民の皆さまのニーズに積極的に対応し、安全・安心なまちづくりを推進するとともに、重点施策
課題の実現に向け組織機能を強化するため、組織の一部を見直しました。

４月から市役所組織が一部変わりました 問職員活性課☎22−9362

≪ 新しく設置した課・係など ≫
　◆国営栃木南部地区推進室（農村整備課）　国営土地改良事業を推進し、災害に強いまちづくりを行うための事
　　業促進を図るため新設しました。
　◆再開発推進室（新都市整備推進課）　業務効率化と新たな都市開発に向けての事業促進を図るため新設しまし
　　た。これに伴い従来の「小山駅周辺再開発土地活用推進係」と「小山駅東口整備推進担当」を廃止し、同室内へ
　　「小山駅西口周辺地区推進担当」と「小山駅東口周辺・駅東通り一丁目地区推進担当」を新設しました。
　◆空き家対策室（建築指導課）　空き家対策事業の窓口を一本化し、より効果的に事業を推進するために新設し
　　ました。また、同室内に「空き家対策係」を設けました。
　◆小中一貫校開設準備室（教育総務課）　小中一貫校の開校に向けて運営組織や教育内容等についての業務を推
　　進するために新設しました。
　◆英語教育推進担当（学校教育課）　英語教育を推進し、特色ある学校教育の充実を図るため新設しました。
　◆東京オリ・パラ・栃木国体推進担当（生涯スポーツ課）　2020年東京オリンピック・パラリンピックの事前キャ
　　ンプ誘致やその 2年後に開催予定の栃木国体に向けて事業を促進するために新設しました。
　◆消防団担当（消防本部 総務課）　消防団活動の活性化を図るため新設しました。
　◆消防・救急業務推進担当（消防署）　警防技術と救急技術の向上を図るため新設しました。
　◆絹分遣所（消防署）　絹地区周辺の防災力強化のため新設し、「第一係」と「第二係」を設けました。なお、同
　　分遣所の開設に伴い、消防本部総務課「絹分遣所新設担当」を廃止しました。

≪ 組織を見直した課・係など ≫ 

　◎農政課　本市の農業の更なる振興を図るため、「農業振興係」を「農業振興・6次産業化推進係」としました。
　◎建設政策課　「治水地籍対策室」から「地籍対策係」を課内で独立させ、同室を「治水対策室」とすることで
　　治水事業に特化した体制としました。また、「豊穂川・杣井木川排水強化対策係」を同室内に新設しました。
　◎土木課　市民の利便性の向上を図るため、建設政策課から「管理用地係」を移管しました。
　◎建築課　業務の効率化を図るため、教育委員会教育総務課から「施設係」を移管し、「建築係」を「建築第一係」
　　と「建築第二係」に再編しました。
　◎都市計画課　業務の効率化と新たな都市開発に向けた事業の促進を図るため、「思川駅周辺地区担当」を同課
　　まちづくり推進室内に再編しました。
　◎区画整理課　事業の進捗にあわせて組織を見直し事業の推進を図るため、「思川西部・雨ヶ谷地区指導係」と「東
　　部地区指導係」から「思川西部・粟宮地区指導係」と「東部・中久喜地区指導係」に再編しました。
　◎教育総務課・学校教育課　業務の効率化を図るため、学校教育課から「学務係」の業務を一部移管し、「学校
　　支援係」としました。これに伴い、学校教育課においては「学務係」と「管理係」を統合し「学務管理係」と
　　しました。
　◎生涯学習課　業務の効率化を図るため、博物館から「発掘調査係」を移管し、「文化財係」としました。
　◎消防本部予防課　業務の効率化を図るため、「調査係」を廃止し、業務を消防署「指導第一係」「指導第二係」
　　へ統合しました。
　◎あけぼの保育所　多様化する市民ニーズに応えるべく民設民営化したため廃止となりました。

保育士資格をお持ちで、現在保育士等の職に就いていない方を対象に、再就職を支援する研修です。
　＊講話や実習を通じて子どもとのかかわり方を思い出しましょう。
　＊保育士として再就職できるよう支援します。
　＊この機会にもう一度保育の現場へ。かわいい子どもたちが待っています。
▪講習の日程

　対　象　保育士資格を持っている方20人　
　申込み　5月10日㈫までに電話（☎22−9649）またはFAX（22−9670）で住所・氏名・電話番号・年齢・
　　　　　託児希望の有無（有の場合は子どもの氏名と年齢を明記）をご連絡ください。

保育士再就職支援研修参加者募集

№ 期　日 時　間 内　容 会　場
1 5月23日㈪

10:00 ～ 12:00 講話
救急救命の実践について

保健・福祉センター
3階大会議室2 5月24日㈫ 保育施設の現状と課題

3 5月25日㈬ 保護者や職場のコミュニケーション
4 6月15日㈬

10:00 ～ 13:00 実習
保育実習

市立やはた保育所
5 6月16日㈭ 保育実習

問こども課☎22−9649
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～狂犬病予防法により、犬の登録（生後 91 日以上）と
年１回の狂犬病予防注射を受けなければなりません～

【費用】◆新規登録手数料 3,000 円 ( 犬の生涯に１回のみ）
◆注射料 3,500 円（１頭につき）

【補助金額】牝犬 5,000 円／牝猫 4,000 円

期日 時　間 場　所

5/6
㈮

10:00～10:30 延島北部農協倉庫、神久保公園（神鳥谷 2丁目）

11:00～11:30 鉢形中央公民館、祝町公園（駅南町 1丁目）
13:00～13:30 飯塚公民館、東野田東集落センター
14:00～15:00 城東公園、粟宮農協倉庫

5/7
㈯

9:30～10:20 小山城南市民交流センター、豊田公民館

11:00～11:30 ひまわり公園 ( 花垣町 1 丁目 )、穂積公民館
13:00～14:30 小山東出張所、美しが丘公園

5/8
㈰

9:30～10:20 羽川公民館（橿原神社境内）、市立博物館（乙女 1丁目）
11:00～11:30 出井白髭神社、生井公民館
13:00～13:30 寒川公民館
13:00～14:30 絹公民館
14:00～14:30 中公民館

5/14
㈯

10:00～11:30 桑市民交流センター、大谷公民館

13:00～14:30 小山市役所、間々田市民交流センター

◆既に登録している方　予防注射のみです。送付された「お知
らせハガキ」にご記入のうえ持参ください。
◆未登録または新たに飼った方
　登録と予防注射の両方を受けてください。
◆都合のつかない方・個別注射の方
　「お知らせハガキ」を持参し、最寄の動物病院で受けてくだ
さい。診察日・料金は直接、動物病院へ確認してください。
◆市外から転入された方　他市町村で登録がある場合、環境課
（市役所本庁舎 2階）窓口で小山市鑑札と無料で交換できます。
◆犬の死亡、飼い主の変更（譲渡）、転居（市内）の場合
　「お知らせハガキ」に必要事項（死亡日、変更事項等）を記入し、
会場または環境課へ届けてください。
◆留意点　事故防止のため、犬を拘束出来ない飼い主の方は、
直接最寄の動物病院で受けてください。首輪がはずれ犬が逃亡
したり、犬同士がかみ合うなどのトラブルがありますので、首
輪をしっかりつけ、引き綱を短く持ってください。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射

犬猫の避妊手術費補助金
◆補助対象条件（下記の①～⑥すべてに該当）
①市内に居住し、住民登録があり、市内で牝犬または牝猫を飼っている
②牝犬の場合、登録と平成 28年度の狂犬病予防注射を受けている
③飼主および同居する家族全員（同一世帯）が市税等を完納している
④販売を目的として犬または猫を飼っていない
⑤獣医師により避妊手術を行った
⑥避妊手術日は平成 28年 4月 1日から平成 29年 3月 31日まで
※補助金は、１世帯につき牝犬または牝猫のどちらか１頭のみ

◆手続方法
　申請書兼請求書の実施証明欄に実施獣医師の
証明を受け、必要事項を記入のうえ、平成 29年
4月 28日㈮までに領収書の写しを添付して市環
境課へ直接または郵送（〒323-8686住所不要）。
※申請書が動物病院にない場合は、市環境課で
配布します。補助金には限りがありますので、
締切日前でも受付を終了する場合があります

問環境課☎22―9284

問工業振興課☎22―9399

◆ものづくり人材育成事業助成金
　市内で製造業を営む中小企業者に対し、専門的知識や技能習得のための研修に自社従業員を派遣した場合と自
ら研修を開催した場合、対象経費の 2分の 1以内の額を助成します。【限度額 20万円】
◆ＩＳＯ認証取得支援事業補助金
　市内で１年以上事業を営む中小企業者に対し、ISO9000s および ISO14000s の取得に対し、その審査登録料
およびコンサルタント料の合計額の 30％以内の額を助成します。【限度額 150万円】
◆工業所有権取得支援事業補助金
　市内で 1年以上製造業を営む中小企業者に対し、特許権および実用新案権の取得に対し、その出願料および弁
理士手数料の合計額の 50％以内の額を助成します。【限度額 40万円】
◆新製品新技術研究開発事業補助金
　市内に事業所を有し、単一または複数の中小企業もしくは、大学等研究機関との共同による新製品、新技術、
販路拡大の研究開発を行なう中小企業者に対し、対象事業に係る経費の一部を補助します。補助金額は補助対象
経費の 3分の 2以内で、最高 200万円。募集時期は別途市ホームページや広報おやまへ掲載します。
◆自社製品販路開拓事業助成金
　市内で 1年以上事業を営む中小企業者に対し、出展小間料、展示小間の装飾費、展示品の輸送費の合計額の 3
分の 1以内の額を助成します。【限度額 30万円】
▪雇用促進奨励金
　公共職業安定所から紹介された市内在住の 15歳以上 65歳未満の求職者を 6カ月以上常用雇用した市内事業
所に対し、被雇用者１人につき 20万円の奨励金を交付します。【限度額 1事業所あたり年間 100万円】
▪トライアル雇用奨励金
　国のトライアル雇用奨励金を得て、市内在住者を雇い入れた市内事業所に対し、被雇用者 1人につき 3カ月を
限度に、1カ月あたり 4万円の奨励金を交付します。
▪求職者技能向上教育訓練奨励金
　市内に住所を有する求職者のうち、厚生労働大臣が規定する教育訓練を修了し、公的な給付金の支給対象とな
らない方で、教育訓練修了時に公共職業安定所において求職者登録を行っている方に対し、対象教育訓練の受講
に際し支払った入学料および受講料の 50％の奨励金を交付します。【限度額 15万円】

中小企業支援・雇用促進支援施策のご案内
市では、中小企業支援、雇用促進支援、市内在住の求職者への支援を行っています。
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　　第１期おやま広報特派員を募集します　　　　　　　問秘書広報課☎ 22ー 9353
　市にゆかりのある方、市を盛り上げたい方などを対象に、facebook などの SNSで積極的に小山市を
PRしていただける「おやま広報特派員」を募集します。
活動内容　�自身の SNSで定期的に市のＰＲ情報（イベントの告知や参加し

た感想、お勧めスポットやお店など）を投稿
応募資格　下記の①・②・③すべてに該当する方
　①市民、市内通勤・通学者、市が好きな方、市を盛り上げたい方など
　②現在 facebook などの SNSを個人で定期的に投稿している方
　③市のイベントなどに積極的に参加していただける方
募集人数　10人以内　任期　1年
申込み　�4月28日㈭までに氏名（フリガナ）、住所、年齢、性別、連絡先、職業、応募動機（200 文字程度）、

ご自身の facebook などの SNS のアドレスを直接、またはメール（oyamacity@city.oyama.
tochigi.jp）、FAX（22ー 9380）で秘書広報課へ

※書類選考（申込み内容）および簡単な面接により選定を行います

◎ 4 月 6 日㈬～ 15 日㈮は春の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問生活安心課☎ 22ー 9283
【運動の基本】
　◇子どもと高齢者の交通事故防止
　　・ドライバーは思いやりのある運転をしましょう。
　　・家庭では子どもに交通ルールやマナーを守る態度を身につけさせましょう。
　　・高齢者は交通安全教室などに積極的に参加したり自分の身体機能の変化を
　　　認識し、無理な横断をしないなど安全な行動を心がけましょう。
【運動の重点】
　◇自転車の安全利用の推進
　　（飲酒運転、二人乗り、携帯電話使用、並進は絶対にやめましょう）
　◇後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　◇飲酒運転の根絶
　◇「子どもや高齢者に優しい 3S運動」の推進
　　・SEE（発見する）夕暮れから夜間にかけて、歩行者や自転車の発見が遅れがちです。速度を落として
　　　走行し早めに発見しましょう。
　　・SLOW（減速する）道路端を歩いたり、自転車に乗っている子供や高齢者を見かけたら必ず減速し、
　　　その動きには細心の注意を払いましょう。
　　・STOP（停止する）横断中の子供や高齢者を見かけたら、ためらわずに停止しましょう。

◆税金は期限内に納めましょう◆　　　　　　　　　問納税課☎ 22ー 9444 ～ 9447
○税金は皆さんの生活を支えています○
　皆さんが納めた税金は生活に必要な事業（警察や消防、教育、福祉など）を支えています。納税しない人が
増えると、これらの事業が行えなくなり市民の皆さんの快適な生活が送れなくなってしまいます。
○小山市では財産の差し押さえを強化します○
　納期限を過ぎても、税金を滞納したままにすると、延滞金が発生します。それでも納付がない方には、督促状
が発送されます。督促状が発送されても納付がない場合は、差し押さえをしなければなりません。これは法律で
決められており、未納の金額の大小や納期限から遅れている期間は関係ありません。
　＜差押処分＞
　　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差し押さえを行います。
　　差し押さえ後も納付されない場合、差押財産の公売・取立を行います。
　＜よくある質問＞
　　Q．住宅ローンや借金があって払えない！
　　A．税金は皆さんに平等に負担してもらうものであり、個人的な借金は税金を払え
　　　ない理由にはなりません。税の公平性から財産調査のうえ、差し押さえとなります。
○納税相談を行っています○
　病気や交通事故、災害などにあい、納期限内に納めることが難しい場合は、納税相談を受付けています。
滞納をそのまま放置せず、早めに相談してください。

▲自動車の差し押さえ
（タイヤロックの様子）

・納税課平日延長窓口　月曜～木曜日の 17時 15分～ 19時（金曜日は開設していません）
・日曜納税相談窓口　毎月（7月を除く）、最終日曜日の 8時 30分～ 17時 15分
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　平成 28年度予算編成の基本方針は、国・県と連動し
た「小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 2年目、
「第 7次小山市総合計画」のスタートの年として小山市
の豊かな「人」「自然」「文化」「立地利便性」を最大限
に活用し、小山市の将来にわたる持続的な発展を堅持
し「夢」「希望」溢れる新しい小山市を創るための「小
山創生予算」として下記のとおり編成いたしました。
　その主なものとしては、新小山市民病院の開院と旧
病院施設を活用した回復期リハビリ病院等整備（旧市
民病院病棟一部解体）、国営土地改良事業栃木南部地区
着工をはじめとする排水強化対策、小山地区定住自立
圏構想の実現を図るとともに、本場結城紬の復興、渡
良瀬遊水地の賢明な活用、テクノパーク小山南部工業
団地開発、思川西部土地区画整理、城南地区新設小学
校着工、琵琶塚・摩利支天塚の拠点施設着工、ロブレ
再生（キッズランドおやま設置運営、宇都宮大学小山
サテライトプラザ設置等）などです。
１．市民生活の安全・安心・健康づくり、
　　　　　　　医療・福祉対策、教育の推進　
○市民の生命・財産を守り、
　　　　地域の安全・安心な暮らしのために
○新国営土地改良事業栃木南部地区着工、○新排水強化対
策（杣

そま

井
い

木
き

川・豊
とよ

穂
ほ

川等）、○拡地域防災強化、○拡一般市
道改良・道路補修、○新小山駅周辺空家有効活用、○拡空
家等対策
○子育て支援・社会保障・保健・スポーツ・教育
　　　　健康づくり・医療対策の充実のために
○拡児童扶養手当給付、○拡病児・病後児保育、○新おやまっ
子開運子育てナビ運営、○拡学童保育館施設整備、○拡保育
所等施設整備、○拡いじめ防止推進、○拡認定こども園等施
設型給付、○拡第３子以降保育料無料化、○拡子どもの貧困
対策推進、○新東京オリンピック直前キャンプ誘致、○新（仮）
とちぎフットボールセンター整備基本計画策定、○拡小・
中学校ＡＬＴ配置、○拡地域医療推進、○新回復期リハビリ
テーション病院等整備（旧市民病院病棟一部解体）
○高齢者・障がい者が
　　　いきいきと生活できる福祉対策の充実のために
○新特別養護老人ホーム整備補助、○新認知症高齢者グルー
プホーム整備補助、○拡生き生き好齢者育成支援推進、
○拡老人クラブ連合会補助、○拡地域包括支援センター運
営、○拡認知症施策総合推進、○新介護予防訪問型サービス、
○新小山駅バリアフリー化
２．自然共生社会づくり、
　　　　環境・エネルギー対策の推進　
○自然とふれあうまちづくりのために
○新 2016 農業国際会議開催、○拡生物多様性おやま行動
計画推進

平成28年度予算案は
　国営土地改良事業栃木南部地区着工を
はじめとする排水強化対策、小山地区定
住自立圏構想の実現

○環境・エネルギー対策等の
　　　　　地球にやさしいくらしづくりのために
○拡バイオマス利活用推進、○拡ごみ収集運搬
３．社会資�本整備を中心とした

景気・地域経済の再生・雇用対策の推進　
○産業・都市・教育基盤整備による
　　　　　「人と企業を呼び込む施策」推進のために
○拡新規工業団地開発推進、○拡テクノパーク小山南部、
○新新４号国道沿線新規工業団地推進計画策定等、○拡小
山駅西口周辺地区街なか居住推進、○拡思川西部土地区
画整理、○拡粟宮新都心整備、○新城南地区新設小学校着
工、○拡小中一貫校推進モデル、○拡琵琶塚・摩利支天塚
古墳等整備、○新公共施設等マネジメント推進計画策定
○地域住民の利便性向上および
　　　　　地域コミュニティ活性化のために
○新小山地区定住自立圏共生ビジョン策定、○新大谷地区
中心施設基本計画策定、○新証明書コンビニ交付、○拡コ
ミュニティバス運営、○新ＦＭおやま開設調査
○地域経済を支える商工農業・観光の振興および雇用
の創出、中小企業への金融支援、TPP合意に伴う農
業支援のために
○新ロブレ再生（キッズランドおやま設置運営、宇都宮大
学小山サテライトプラザ設置等）、○拡ユネスコ無形文化
遺産本場結城紬生産振興普及、○新まち・ひと・しごと創
生総合戦略推進、○拡自社製品販路拡大支援、○拡環境創造
型農業推進、○新畜産クラスター、○新農地耕作条件改善（農
地集積）、○拡おやまブランド企画・普及・全国発信、○拡
ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地の観光地化推進、
○新渡良瀬遊水地日本遺産認定推進、○新転入勤労者等住
宅取得支援、○新ＴＰＰ合意対応
　平成 28年度小山市一般会計
予算総額 607億５千万円（前年度比　1.3%増）
※○拡…拡大事業　　○新…新規事業
緑の健康づくりの森桜の里親記念植樹祭開催
　２月 21日、緑の健康づくりの森の完成および新
小山市民病院開院を祝して、小山市原産の小山ブラ
ンド「思川桜」を活用し、住民の健康と長寿の願い
を込めて、桜の里親記念植樹祭が行われました。当
日は、小山市造園建設
業協会員の協力を得て、
桜の里親28人の皆さん
が「きれいな花を咲か
せてね」と一本一本丁
寧に植樹しました。
甲冑を着て「はいっ ! ポーズ」博物館まつり開催
　3月６日、市立博物館で「博物館まつり」が開か

れ、多くの家族連れで賑わいまし
た。甲

かっちゅう

冑の試着や火起こし体験、
石
いしうす

臼を使ったきな粉作り体験のほ
か、博物館の事業を紹介するパネ
ル展示を実施。甲冑の試着体験で
は、親子で甲冑を身に付け、ポー
ズを決めたり、写真撮影をしたり
と参加者達は、それぞれお気に入
りの甲冑試着体験を楽しみました。
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史
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信
長
の
書
状

　
天
正
３
年
の
暮
れ
、
信
長
の
書
状
を
た
ず

さ
え
た
小
笠
原
貞さ

だ
よ
し慶
が
、
下
野
の
小
山
秀
綱

を
訪
ね
ま
し
た
。
秀
綱
は
信
長
の
勢
い
を
知
っ

て
い
た
は
ず
で
す
が
、
接
触
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
書
状
は
長
篠
の
戦
い
の

大
勝
を
誇
る
と
と
も
に
、
再
び
勝
頼
を
攻
め

る
の
で
、
信
長
に
協
力
す
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
で
し
た
。

　
こ
の
書
状
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
書
状
が
、

常
陸（
茨
城
県
）の
佐
竹
氏
や
陸
奥
三み

は

る春（
福
島

県
）の
田
村
氏
に
も
届
い
て
い
る
の
で
、
他
の

北
関
東
や
奥
羽
の
諸
大
名
に
も
届
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
勝
頼
を
破
っ
た
信
長
は
、

遠
か
ら
ず
関
東
に
進
出
す
る
こ
と
を
見
越
し
、

北
関
東
の
掌
握
を
目
指
す
北
条
氏
政
を
牽
制

し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
信
長
は
氏
政

と
は
同
盟
関
係
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
拡

大
を
抑
え
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
信
長
の
要
請
に
秀
綱
が
ど
の
よ
う

に
答
え
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
翌
年
、

居
城
の
祇
園
城
が
北
条
氏
に
奪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
氏
政
も
信
長
の
意
図
を
察
知
し
、

関
東
に
進
出
す
る
前
に
、
支
配
圏
を
広
げ
て

お
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

秀
綱
は
佐
竹
氏
の
も
と
に
落
ち
の
び
、
祇
園

城
の
奪
還
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
天
正
10
（
１
５
８
２
）
年
３
月
、
信
長
は

武
田
氏
を
滅
ぼ
し
甲
斐
・
信
濃
（
長
野
県
）・

上
野
（
群
馬
県
）
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
駿

河
（
静
岡
県
）
は
家
康
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

信
長
は
上
野
に
重
臣
の
滝
川
一か

ず
ま
す益
を
配
置
し
、

北
条
氏
を
は
じ
め
関
東
・
奥
羽
の
諸
大
名
と

の
折
衝
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。

す
る
と
、
秀
綱
の
祇
園
城
復
帰
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
５
月
、
一
益

は
北
条
氏
の
支
城
と
な
っ
て
い
た
祇
園
城
を

北
条
氏
か
ら
受
け
取
り
、
秀
綱
に
返
還
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
信
長
の
意
向
に

よ
る
も
の
で
す
。
天
正
３
年
に
協
力
す
る
よ

う
信
長
が
要
請
し
た
の
に
対
し
て
、
秀
綱
が

応
じ
る
こ
と
を
返
信
し
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
信
長
は
秀
綱
を
、
同
盟
者
と

し
て
認
め
て
い
た
の
で
す
。
氏
政
も
信
長
の

実
力
を
前
に
、
秀
綱
へ
の
祇
園
城
返
還
を
承

諾
す
る
他
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５
月
26
日
、
秀
綱
は
烏
山
の
那
須
資す

け
は
る晴
に
書

状
を
送
り
、
祇
園
城
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
を

う
れ
し
げ
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
の
信
長
は
直
後
の
６
月
２

日
、
京
都
本
能
寺
に
斃た

お

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

信
長
の
死
を
知
っ
た
氏
政
は
す
ぐ
さ
ま
一
益

を
攻
め
、
上
野
を
制
圧
し
ま
す
。
秀
綱
は
約

束
通
り
祇
園
城
に
復
帰
し
た
よ
う
で
す
が
、

小
山
領
は
北
条
氏
に
支
配
さ
れ
た
ま
ま
で
し

た
。
こ
の
状
況
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
天

正
18
（
１
５
９
０
）
年
に
豊
臣
秀
吉
が
北
条

氏
を
滅
ぼ
す
と
、
秀
綱
も
祇
園
城
を
追
わ
れ
、

再
び
城
主
の
座
に
返
り
咲
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
約
４
０
０
年
続
い
た

名
門
小
山
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

 

博
物
館
学
芸
員
　
佐
久
間
弘
行

　
天て

ん
し
ょ
う正
３
（
１
５
７
５
）
年
５
月
、三
河
長
篠
（
愛
知
県
新
城
市
）

の
戦
い
で
、
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
の
連
合
軍
は
、
武
田
勝か

つ
よ
り頼
の

軍
勢
を
破
り
ま
し
た
。
勝
頼
が
受
け
た
損
失
は
大
き
く
、甲
斐（
山

梨
県
）
の
名
族
武
田
氏
は
こ
れ
以
降
、
滅
亡
へ
と
突
き
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
方
こ
の
戦
い
で
大
勝
し
た
信
長
は
、
天
下
統
一

を
見
す
え
、
関
東
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

南
関
東
で
強
勢
を
張
る
北
条
氏
に
相
対
し
て
い
た
北
関
東
の
諸
大

名
は
、
そ
の
背
後
に
天
下
人
信
長
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
意
識

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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▲祇園城跡
▶
戦
国
時
代
の
小
山
氏
の
旗

（
推
定
復
元
。
市
立
博
物
館
）



●
イ
ベ
ン
ト

天
体
観
望
会｢

し
し
座
を
み
つ
け

よ
う
～
木
星
を
み
よ
う
～｣

日
時
　
４
／
９
㈯
19
時
～
20
時
半

場
所
　
生
井
公
民
館

※
中
学
生
以
下
、
保
護
者
同
伴
。

曇
・
雨
の
場
合
は
中
止
。
当
日
11

時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐
車
場
で

太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

●
ス
ポ
ー
ツ

小
山
市
シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
５
／
26
㈭
７
時
半
、
総
合

公
園
第
二
駐
車
場
ト
イ
レ
前
集
合

コ
ー
ス
　
高
尾
山
約
７
㎞

参
加
料
　
４
千
円
（
バ
ス
代
含
む
）

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
45
歳

以
上
の
健
康
な
方
・
先
着
80
人

申
込
み
　
４
／
18
㈪
～
25
㈪
の
平

日
８
時
半
～
17
時
15
分
に
参
加
料

を
添
え
て
県
南
体
育
館
受
付
ま
で

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
時
　
５
／
１
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
（
西
口
）
集

合
→
愛
泉
幼
稚
園
→
御
使
者
橋
→

紫
橋
→
天
平
の
丘
公
園
→
国
分
尼

寺
→
小
金
井
駅
（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
０
８
０·

２
６
８
４·

０
６
６
８

新
体
力
テ
ス
ト

①
高
齢
者
の
部

日
時
　
５
／
12
㈭
９
時
受
付

対
象
　
65
～
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障

害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行
等

②
青
年
の
部

日
時
　
５
／
15
㈰
９
時
受
付

対
象
　
20
～
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
反
復
横
と
び
・
20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び
等

会
場
　
県
南
体
育
館
・
剣
道
場

※
無
料
。
運
動
し
や
す
い
服
装

申
込
み
　
当
日
ま
で
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
初
心
者
講

習
会

日
時
　
４
／
19
㈫
午
前
９
時
か
ら

（
雨
天
時
４
／
20
㈬
）

会
場
　
ほ
た
る
の
館
・
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
市
内
在
住
者

参
加
料
　
一
人
500
円
（
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
代
）
　
※
当
日
徴
収

申
込
み
　
４
／
11
㈪
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
（
公
財
）
小
山
市

体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

春
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
５
／
６
㈮
～
30
㈪
の
毎
週

月
曜
・
金
曜
日
（
全
８
回
）
10
時

～
正
午

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
費
　
５
千
円
（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
35
人
程
度
　
※
初
心
者
歓

迎
。
ラ
ケ
ッ
ト
貸
与
有
り

申
込
み
　
４
／
18
㈪
10
時
～
10
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
プ
ー

ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
・
松
沼

☎
０
２
８
０
�
１
９
６
２

弓
道
教
室

日
時
　
５
／
11
㈬
～
６
／
11
㈯
の
毎

週
水
曜
（
19
時
半
～
21
時
）
・
土
曜

日
（
10
時
～
11
時
半
）
（
全
10
回
）

会
場
　
小
山
市
営
弓
道
場
（
市
役

所
西
側
駐
車
場
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者
・
先
着
10
人
　
※
教
室
後

も
継
続
可
能
な
方
歓
迎

参
加
費
　
千
円
（
傷
害
保
険
料
含

む
）

申
込
み
　
４
／
18
㈪
～
26
㈫
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
費
を
添
え

て
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

問
小
山
市
弓
道
会
・
安あ

ん

べ倍

☎
０
９
０·

６
０
１
２·

３
６
７
４

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
５
／
12
～
７
／
14
の
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）
17
時
半
～
18
時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
身

長
120
㎝
以
上
）
・
40
人
（
超
過
時

抽
選
）
　
※
初
心
者
歓
迎

参
加
料
　
３
千
200
円
（
保
険
料
含

む
）

申
込
み
　
４
／
28
㈭
16
時
半
～
17

時
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
�
４
６
１
７

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会(

希
望
郷
い
わ
て
大
会)

派
遣
選
手

派
遣
期
間
　
10
／
21
㈮
～
25
㈫

応
募
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
、
①
13
歳
以
上
の
身
体
・
知

的
障
害
者
②
県
内
在
住
・
通
学
・

通
所
し
て
い
る
③
昨
年
９
月
に
実

施
し
た
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
た
④
強
化
練
習
会
等

(

５
回)

に
参
加
で
き
る

募
集
競
技
　
陸
上
競
技
、
水
泳
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー(

身
体
障
害
者
の

み)

、
ボ
ウ
リ
ン
グ(

知
的
障
害
者

の
み)

申
込
み
　
４
／
19
㈫
～
５
／
24
㈫

に
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４
・
FAX
�

２
３
７
０
　
※
障
害
者
福
祉
施
設

の
利
用
者
、
特
別
支
援
学
校
等
の

在
学
者
、
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

の
加
入
者
は
各
所
属
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

●
募
集

料
理
教
室
（
前
期
）
参
加
者

おやま
料理教室
（火曜日）

4/12、5/10、
6/14、7/19、
9/20

市内在住者
4/4 ㈪
10時～

子育て応援！料理教室
Ｂコース
（火曜日）

4/19、5/17、
6/21、7/12、
9/13

幼児～小学生を子育て中の方

4/6 ㈬ 10時～

Ａコース
（月曜日）

4/18、5/16、
6/20、7/11、
9/12

コース

日程

対象
申込み
開始日

時
間
　
10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

定
員
　
各
コ
ー
ス
先
着
20
人

参
加
費
　
３
千
円
（
5
回
分
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

講
師
　
小
山
市
食
文
化
研
究
会
長

岡
崎
　
支
美
子
氏

申
込
み
　
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

米
粉
料
理
教
室
を
開
き
ま
せ
ん
か
？

　
無
料
で
講
師
（
米
粉
料
理
マ
イ

ス
タ
ー
）
派
遣
、
実
習
で
使
う
米

粉
を
提
供
し
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活

動
や
マ
マ
会
、
親
子
教
室
等
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
５
月
～
Ｈ
29
年
２
月
開
催

の
講
座
。
※
先
着
順
（
予
算
枠
内
）

申
込
み
　
申
請
書
を
農
政
課
へ

☎
�
９
２
５
７

足
尾
・
春
の
植
樹
デ
ー
参
加
者

　
渡
良
瀬
遊
水
地
、
足
尾
銅
山
、

田
中
正
造
を
一
体
と
し
た
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
向
け
た
交
流
の
一

環
と
し
て
、
足
尾
銅
山
の
煙
害
で

荒
廃
し
た
山
に
緑
を
取
り
戻
す
た

め
の
植
樹
活
動
で
す
。
※
無
料

日
時
　
４
／
23
㈯
７
時
～
16
時
・

市
役
所
前
駐
車
場
６
時
50
分
集
合

※
雨
天
決
行

対
象
　
市
内
在
住
者
先
着
20
人

申
込
み
　
４
／
４
㈪
～
15
㈮
に
渡

良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

☎
�
９
３
５
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種
（
第
１

～
６
類
）
・
丙
種

試
験
日
　
６
／
５
㈰

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

（
予
定
）

申
込
み
　
４
／
４
㈪
～
15
㈮

（
土
・
日
除
く
）
８
時
半
～
17
時

に
受
験
願
書
等
を
市
消
防
本
部
予

防
課
へ
持
参
☎
�
６
６
５
８

※
試
験
案
内
、
受
験
願
書
等
は
同

課
・
消
防
署
・
各
分
署
に
用
意

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念
青
少
年
健
全

育
成
活
動
事
業

　
故
小
野
塚
イ
ツ
子
さ
ん
の
遺
志

を
も
と
に
創
設
し
た
「
小
野
塚
イ

ツ
子
記
念
青
少
年
健
全
育
成
基

金
」
を
活
用
し
、
次
代
を
担
う
青
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少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
人
材

育
成
事
業
や
健
全
育
成
事
業
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
方
　
市
内
在
住
の
個

人
ま
た
は
市
内
で
青
少
年
健
全
育

成
活
動
を
行
う
団
体
な
ど

申
込
み
　
４
／
８
㈮
～
５
／
27
㈮
に

生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
７
１

市
民
体
験
農
園
（
春
夏
野
菜
）

日
時
　
４
／
23
㈯
9
時
か
ら

場
所
　
市
民
農
園
体
験
農
園
（
道

の
駅
思
川
南
）

内
容
　
春
夏
野
菜
の
種
ま
き
体
験

（
夏
に
収
穫
体
験
）

作
物
　
さ
つ
ま
い
も
、
じ
ゃ
が
い

も
、
枝
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

参
加
費
　
1
人
２
千
円
　
※
収
穫

体
験
参
加
費
込
み

定
員
　
先
着
100
人

申
込
み
　
４
／
15
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

市
民
体
験
水
田
（
田
植
え
体
験
）

日
時
　
５
／
15
㈰
10
時
半
か
ら

場
所
　
市
民
農
園
体
験
水
田
（
道

の
駅
思
川
南
）

内
容
　
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
体

験
（
秋
に
稲
刈
り
体
験
）

参
加
費
　
大
人
４
千
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
）
２
千
円
　
※
昼
食
・

稲
刈
り
体
験
参
加
費
込
み

定
員
　
先
着
40
人

申
込
み
　
５
／
６
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
５
／
７
㈯
９
時
～
正
午

（
受
付
８
時
半
か
ら
）

会
場
　
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
先
着
30
人

※
無
料
。
活
動
し
や
す
い
服
装

申
込
み
　
４
／
15
㈮
～
30
㈯
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

開
設
期
間
　
４
／
25
㈪
～
10
／
31
㈪

場
所
　
涸
沼
自
然
公
園
内
（
茨
城

県
茨
城
町
）

料
金
　
１
泊
テ
ン
ト
１
張
千
円
・

タ
ー
プ
１
張
り
500
円
・
入
園
大
人
100

円
・
子
ど
も
（
５
～
15
歳
）
50
円

申
込
み
　
４
／
15
㈮
～
10
／
30
㈰

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
０
０
２
１

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち
あ

え
る
会
で
す
。

日
時
　
４
／
19
㈫
14
時
か
ら
（
概

ね
２
時
間
）

※
申
し
込
み
不
要
。
毎
偶
数
月
第

３
火
曜
日
開
催

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

思
川
の
野
草
を
食
べ
る
会

日
時
　
４
／
23
㈯
10
時
～
14
時

会
場
　
中
央
公
民
館
・
料
理
実
習
室

定
員
　
先
着
20
人

申
込
み
　
思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
３
５
２
０

宇
都
宮
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ

前
期
講
座

　
地
域
の
課
題
を
研
究
し
、
市
民

と
行
政
が
と
も
に
地
域
の
未
来
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
る
た
め
の
市
民
向

け
講
座
で
す
。

日
時
　
5
／
21
、
６
／
18
、
７
／

２
・
23
・
30
、
８
／
13
・
27
㈯
13

時
半
～
15
時
半

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
セ
ミ

ナ
ー
室
　
※
無
料

テ
ー
マ
　
農
業
と
田
園
環
境

申
込
み
　
各
開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
総
合
政
策
課
☎
�
９
２
１
８

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
せ
ん
か
？

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学
校
、
自

治
会
等
が
主
催
す
る
交
通
安
全
教

室
に
交
通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し

ま
す
。

日
時
　
平
日
９
時
半
～
15
時
（
１

教
室
90
分
程
度
）
※
土
日
・
祝
日

の
場
合
は
要
相
談

内
容
　
交
通
安
全
に
関
す
る
講

話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
実
技
等

※
会
場
や
準
備
等
は
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す

申
込
み
　
事
前
に
生
活
安
心
課
へ

電
話
の
う
え
、
申
請
書
を
提
出
☎

�
９
４
９
７
・
FAX
�
８
３
０
１

※
申
請
書
は
HP
か
ら
も
取
得
可

小
山
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員

　H
a
n
d
,H
ea
d
,H
ea
rt,H
ea
lth

の
頭
文
字
を
と
り
名
付
け
ら
れ
た
農

業
青
年
の
団
体
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
に

入
っ
て
、
農
業
技
術
の
向
上
や
交
流

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
小
山
市
に
居
住
し
て
い
る

農
業
従
事
者
ま
た
は
、
農
業
に
関

心
の
あ
る
18
歳
～
概
ね
30
歳
位
ま

で
の
男
女

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
４

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
期
講
座

学
習
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
受
講
料
各
千

円
）

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座
５
／
13
㈮

～
（
全
５
回
）
10
時
～
11
時
半
※

材
料
費
別
◆
初
心
者
の
押
絵
講
座

５
／
20
㈮
～
（
全
５
回
）
13
時
半

～
15
時
※
材
料
費
別
◆
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
講
座
５
／
12
㈭
～

（
全
３
回
）
14
時
～
16
時
※
材
料

費
別
◆
布
ぞ
う
り
作
り
講
座
Ａ
コ

―
ス
５
／
21
㈯
・
22
㈰
10
時
～
15

時
、
Ｂ
コ
―
ス
５
／
28
㈯
、
29
㈰

10
時
～
15
時
※
材
料
費
別

生
活
潤
い
安
心
講
座(

受
講
料
無

料)◆
腰
痛
・
膝
痛
予
防
体
操
５
／
20

㈮
10
時
半
～
正
午
◆
知
っ
て
お
き

た
い
相
続
基
礎
知
識
５
／
16
㈪
10

時
～
11
時
半
◆
中
高
年
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
６
／
15
㈬
14
時
～

15
時
半
◆
生
活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ

対
策
６
／
7
㈫
14
時
～
15
時
◆
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う
５
／
17
㈫

10
時
～
11
時
半
　

芸
術
へ
の
招
待
（
チ
ケ
ッ
ト
千

円
）

◆
津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
６
／

25
㈯
14
時
～
15
時
半

申
込
み
　
４
／
５
㈫
９
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
窓
口
（
ロ
ブ
レ
６
階
）

ま
た
は
電
話
☎
�
９
１
１
１
※
定

員
に
な
り
次
第
締
切

受
講
料
支
払
　
申
込
後
１
週
間
以

内
に
受
講
料
を
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

優
良
運
転
者
の
表
彰

免許取得日

Ｓ 51.3.31 以前

Ｓ60.4.１～Ｓ61.3.31

Ｈ7.4.１～Ｈ8.3.31

Ｈ12.4.1～Ｈ13.3.31

Ｈ17.4.1～Ｈ18.3.31

Ｈ22.4.1～Ｈ23.3.31

区分

40年

30年

20年

15年

10年

  5年

対
象
　
表
の
運
転
免
許
取
得
日
の

該
当
者
で
、
①
②
の
両
方
に
該
当

す
る
方
　
※
取
得
日
は
最
も
古
い

も
の
が
基
準
（
原
付･

小
特･

二
輪

含
む
）

①
Ｈ
26
年
４
／
１
～
Ｈ
28
年
３
／

31
の
間
、
無
事
故
・
無
違
反
で
あ

る
こ
と
（
違
反
点
数
３
点
以
下
の

軽
微
な
違
反
１
回
は
除
く
）

②
過
去
に
緑
十
字
銅
賞
以
上
の
受

賞
歴
が
な
い

※
交
通
法
令
以
外
の
法
令
に
違
反

す
る
等
、
受
賞
が
不
適
格
と
認
め

ら
れ
る
者
は
除
く

提
出
書
類

○
運
転
免
許
証
の
写
し
（
裏
面
に

記
載
事
項
の
な
い
場
合
は
表
の

み
）
※
余
白
に
氏
名
の
ふ
り
が

な
、
連
絡
先
の
電
話
番
号
を
記
載

○
運
転
記
録
証
明
書
（
５
年
間
）

の
原
本
　
※
４
／
22
㈮
～
５
／
９

㈪
に
交
番
・
駐
在
所
・
警
察
署
・

交
通
安
全
協
会
に
あ
る
申
請
用
紙

に
よ
り
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
運

転
記
録
証
明
書
（
５
年
間
）
を
取

得
し
て
く
だ
さ
い

提
出
方
法
　
４
／
28
㈭
～
５
／
20

㈮
に
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
、

市
生
活
安
心
課
お
よ
び
各
地
区
公

民
館
（
生
井
・
寒
川
除
く
）

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

☎
�
６
６
１
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

期
間
　
６
～
10
月
の
全
６
回

対
象
　
障
が
い
児
（
者
）
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る

方
（
高
校
生
以
上
）

定
員
　
30
人
程
度

場
所
　
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

（
栃
木
市
）



申
込
み
　
４
／
20
㈬
～
５
／
16
㈪

に
同
校
☎
０
２
８
２
�
７
５
７
５

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

◆
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
（
渡
良
瀬

遊
水
地
を
含
む
）
周
辺

期
間
　
７
／
１
㈮
か
ら
２
年
間

対
象
　
20
歳
以
上
の
河
川
付
近
在
住
者

手
当
　
支
給
予
定

申
込
み
　
事
前
問
合
せ
の
う
え
、

５
／
６
㈮
ま
で
に
応
募
用
紙
を
利

根
川
上
流
河
川
事
務
所
古
河
出
張

所
☎
０
２
８
０
�
０
４
８
７

親
子
記
者
事
業
参
加
者

　
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
願
い
の

継
承
の
た
め
、
長
崎
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
平
和
祈
念
式
典
等
の
被
爆
地

の
様
子
や
被
爆
者
を
取
材
し
て
い

た
だ
け
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
８
／
８
㈪
～
11
㈭

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組

申
込
み
　
５
／
９
㈪
ま
で
に

info@
nucfreejapan.com

、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
①
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
②
参
加
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・

学
年
（
Ｈ
28
年
４
／
１
現
在
）
、

小
学
校
名
③
保
護
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
性
別
④
平
和
を
願
う

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事

務
局
（
〒
852-

8117
長
崎
市
平
野
町

７
ー
８
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）

☎
０
９
５
・
８
４
４
・
９
９
２
３

●
お
知
ら
せ

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
写
真
付
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
交
付

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ

れ
た
方
に
、
交
付
準
備
が
整
い
次

第
「
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
」

を
順
次
お
送
り
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
対
策
室
（
市
役
所
別
館
会
議

室
１
）
で
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

※
申
請
後
に
市
外
に
転
出
を
さ
れ

た
方
は
、
カ
ー
ド
が
無
効
と
な

り
、
新
住
所
に
て
改
め
て
交
付
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
室

☎
�
９
８
１
４
・
９
８
１
５

駅
周
辺
の
違
法
駐
輪
自
転
車
等
の
撤
去

　
４
月
か
ら
駅
周
辺
に
違
法
駐
輪

し
て
い
る
自
転
車
等
の
撤
去
を
行

い
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
等
の

返
還
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
、
場

所
で
行
い
撤
去
保
管
料
を
徴
収
し

ま
す
。
特
に
小
山
駅
東
・
西
口
の

歩
道
へ
の
違
法
駐
輪
が
目
立
ち
ま

す
。
歩
行
者
の
安
全
確
保
、
災
害

時
緊
急
活
動
の
場
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
必
ず
公
共
駐
輪
場
や
民

間
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
３

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
（
５
月
初
め
予
定
）

　
雨
の
日
で
も
親
子
（
小
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
）
で
楽

し
め
る
屋
内
運
動
遊
び
場
で
す
。

場
所
　
小
山
駅
西
口
ロ
ブ
レ
ビ
ル
５
階

※
詳
細
は
本
紙
５
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

問
子
育
て
・
家
庭
支
援
課

☎
�
９
６
２
６

国
勢
調
査
結
果
報
告
・
小
山
市
人

口
予
想
当
選
者

国
勢
調
査
結
果
（
10
／
１
現
在
）

○
小
山
市
の
人
口

16
万
６
千
７
９
５
人

○
小
山
市
の
世
帯
数

６
万
５
千
７
２
６
世
帯

※
結
果
は
概
数
の
た
め
、
後
日
総
務

省
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
数
字
と

若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

小
山
市
人
口
予
想
結
果

○
応
募
総
数
　
１
５
６
通
（
有
効

１
５
５
通
・
無
効
１
通
）

○
当
選
者
　
正
解
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
概
数
人
口
に
近
い
５
人

の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

１
等
　
髙
田
　
瑠
偉
さ
ん

２
等
　
田
巻
　
正
恵
さ
ん

３
等
　
望
月
　
祐
希
さ
ん
、
山
本

和
ノ
心
さ
ん
、
石
塚
　
由
美
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
２

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
市
内
在
住
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品
費
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
世

帯
構
成
、
生
活
・
所
得
状
況
な
ど
を

審
査
し
認
定
し
ま
す
。

申
請
先
　
通
学
す
る
小
・
中
学
校

※
申
請
書
は
各
学
校
に
あ
り
ま
す

問
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
３
２

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
国
保

年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請
に
は
年

金
手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場

合
は
両
面
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
原
本
）
な
ど
が
必
要
で
す

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

～
特
定
健
診
を
受
け
た
方
へ
～

足
利
小
山
信
用
金
庫
・
金
利
優
遇

定
期
預
金
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
定

期
」
発
売

　
足
利
小
山
信
用
金
庫
の
協
力
に

よ
り
、
小
山
市
が
実
施
す
る
国
民

健
康
保
険
の
特
定
健
診
と
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
受
診
者
を
対
象

と
し
た
、
金
利
優
遇
定
期
預
金

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
定
期
」
の
取
扱

い
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
定
期
（
１
年
も
の
）

店
頭
表
示
金
利
＋
年
0.1
％
（
初
回

満
期
日
ま
で
適
用
）

取
扱
期
間
　
４
／
１
㈮
～
平
成
29

年
3
／
31
㈮

対
象
者
　
①
小
山
市
国
民
健
康
保

険
の
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

(

40
～
74
歳)

②
小
山
市
の
住
民
で
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
た
方

※
取
扱
期
間
内
の
受
診
に
限
る

預
入
期
間
　
1
年

預
入
金
額
　
１
人
300
万
円
ま
で

（
一
口
10
万
円
以
上
）

取
扱
店
　
足
利
小
山
信
用
金
庫
全
店

※
預
金
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

市
国
保
年
金
課
で
受
診
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

問
預
金
→
足
利
小
山
信
用
金
庫
各

店
舗
窓
口
。
特
定
健
診
→
国
保
年

金
課
☎
�
９
４
１
８
・
９
４
１
３

消
火
栓
な
ど
の
付
近
は
駐
車
禁
止

で
す
!!

　
消
火
栓
な
ど
の
付
近
は
道
路
交

通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
法
な
駐
車
車
両
が
障
害
と

な
り
、
一
刻
を
争
う
消
防
活
動
を

妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
消
火
栓
な
ど
の
付
近
に
駐
車

し
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
署
☎
�
６
６
６
４

飯
田
踏
切
道
改
修
工
事
に
伴
う
車

両
の
交
通
規
制
（
５
・
６
月
分
）

　
小
山
市
乙
女
３
丁
目
地
内
（
ド

ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス
乙
女
店
前
）
の

飯
田
踏
切
道
改
修
工
事
に
伴
い
、

車
両
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

【
終
日
全
面
通
行
止
め
】
※
自
転

車
、
歩
行
者
は
通
行
可
。
５
／
２

㈪
０
時
～
５
㈭
５
時

【
夜
間
全
面
通
行
止
め
】
※
自
転

車
、
歩
行
者
は
通
行
可
。
５
／
12

㈭
～
15
㈰
・
26
㈭
～
６
／
１
㈬
各

０
時
～
５
時

【
終
日
車
両
片
側
交
通
】

５
／
26
㈭
５
時
～
31
㈫
０
時

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
大

宮
支
社
設
備
部
保
線
課

☎
０
４
８
・
６
４
２
・
７
４
０
４

平
成
28
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」
の

本紙3月号のP6「おーバス羽川線が再編されます」内に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。
（誤）生活安心課☎22-293→（正）生活安心課☎22-9293

広報小山2016.4月号　26

小
　
山
　
駅

コンビニ

ロブレ632
駐車場

東口西口

電機店

白鷗大学
東キャンパス

駅前ロータリー

ロブレ

バス停留所

※■違法駐輪が多い場所（歩道のため駐輪禁止）



27　広報小山2016.4月号

保
険
料
率

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

家
族
が
加
入
し
て
い
る
「
協
会
け

ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の
健
康
保
険
料

率
は
９
．
94
％
へ
引
き
下
げ
、
介

護
保
険
料
率
は
据
え
置
き
に
な
り

ま
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

☎
０
２
８
・
６
１
６
・
１
６
９
１

事
業
主
の
方
へ
～
家
内
労
働
委
託

状
況
届
の
提
出
は
４
／
30
㈯
ま
で

　
法
律
等
に
よ
り
、
家
内
労
働
者

（
内
職
者
）
へ
業
務
を
委
託
し
た

事
業
主
は
遅
滞
な
く
、
そ
れ
以
後

は
毎
年
４
／
１
現
在
の
委
託
状
況

に
つ
い
て
、
４
／
30
ま
で
に
労
働

基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木
労

働
局
に
委
託
状
況
届
を
提
出
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

4月の行政テレビ　　問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは　6：00 9：00 12：30 15：00 18：00 21：00 0：00

上旬 ■おやま思川桜まつり／商業観光課　■企画展「ポジャギ展」／車屋美術館■博物館前期講座／博物館　等

中旬 ■幼稚園子育て支援事業／こども課■レッツエコ「ごみの分別方法の一部変更について」／環境課　等

下旬 ■第 66回企画展「戦国時代の小山」／博物館■第 14回おやまブランドまつり／商業観光課　等

コース名 日時・定員・受講料
実践機械設計製図（2
次元設計 :Auto CAD)

5/21.28・9:00 ～ 17:30
15 人・9,800 円

組込み LinuX 実装
技術

5/14.21.28・9:30 ～ 16:10
10 人・10,000 円

有接点シーケンス制
御の実践技術

5/21.28・9:00 ～ 17:30
10 人・11,000 円

アナログ回路の設計・
評価技術 (FET編 )

5/21.28・9:30 ～ 16:10
10 人・9,300 円

現場の問題解決実践
（5Sの実践と定着）

5/19.20・9:30 ～ 16:10
20 人・9000 円

関東職業能力開発大学校能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い

第
12
回
え
い
ぶ
る
の
里
ま
つ
り

　
４
／
16
㈯
11
時
～
14
時
▽
え
い

ぶ
る
の
里
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
・
自
主
製
品
販
売
（
パ
ン
・
焼

き
菓
子
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
）

な
ど
▽
問
え
い
ぶ
る
の
里
☎
�

４
５
６
１

春
の
環
境
講
演
会

　
「
な
ぜ
今
、
生
物
多
様
性
を

育
む
農
業
な
の
か
？
」
浅
野
正

富
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ム
サ
ー

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本 

事
務

局
長
）
▽
４
／
17
㈰
13
時
半
～
15

文化センター事業ラインナップ　　問☎22-9552
日　時 事業公演名 入場料 チケット

5/8 ㈰
17:00 ～

ラムサール条約湿地渡
良瀬遊水地登録 4周年
記念『WA-OTO( ワ
オト )』～わたらせに
響く和のハーモニー～

全指定Ｓ席3,000円
Ａ席 2,500 円
高校生以下1,500円

発売中

5/15 ㈰
18:30 ～

『よしもとお笑いまつ
りinおやま』 全席指定3,500円 発売中

6/26 ㈰
15:00 ～

『青島広志のオーケス
トラでフルコース』

全指定一般 3,500 円
中学生以下 1,800 円 発売中

7/2 ㈯
17:30 ～

『Ｃ＆Ｋコンサート』日本
全国Ｃ＆Ｋ地元化計画～地
元です。地元じゃなくても、
地元ですツアー 2016 ～

全席指定5,500円 発売中

7/16 ㈯
13:30 ～

出前うたごえ喫茶新宿「と
もしび」がやってくる！ 自由席 1,500 円 発売中

7/22 ㈮
18:30 ～

『国立モスクワ音楽院室
内合唱団』コンサート 全席指定2,500円 発売中

7～ 8月 第8回小山市伝統工芸文化
こども教室 (小学生対象 ) 詳細は後日

申込み
7/1 ㈮～

7～ 8月 アーティストに学ぼう～音
楽・美術・演劇～（小学生対象）詳細は後日

申込み
7/1 ㈮～

8月（予定）舞台をつくってみよう「裏方のお仕事体験」（小学生対象）詳細は後日
申込み
7/1 ㈮～

平成 29年
1/22 ㈰

日本交響楽団第 7回
定期演奏会（予定） 詳細は後日 詳細は

後日

平成28年度各種試験・インターネット受付期間のお知らせ
●国家公務員採用試験
　総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）　4/11㈪まで
　一般職試験（大卒程度試験）　4/8㈮～20㈬
　一般職試験（高卒者試験、社会人試験（係員級））　6/20㈪～29㈬
　問人事院関東事務局☎048-740-2006～2008
●国税専門官採用試験　4/13㈬まで
　問人事院人材局試験課☎03-3581-5311
●法務省専門職員（人間科学）採用試験
　矯正心理専門職、法務教官、保護観察官、法務教官（社会人）4/13㈬まで
　問東京矯正管区職員課☎048-600-1502
●労働基準監督官採用試験　4/13㈬まで
　問栃木労働局監督課☎028-634-9115
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健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料･要申込み）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽
なトレーニングを体験しましょう！
日　時　4月21日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　小山市健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、
スポーツタオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

乳幼児健康相談（予約制）
日　時　5月16日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　① 9:00 ～ ② 9:30 ～
　　　　　　　③ 10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月8日㈮から☎22–9527

開運おやま健康マイレージ
　今年度は4月1日㈮から実施します。
応募用紙付きパンフレットを各公民
館や健康増進課等に設置しますので、
ぜひご参加ください。
　今月号より、健康マイレージ対象
のイベントは本紙イベン
トカレンダーにＰちゃん
のマークが付きますので
ご覧ください。
問☎22–9532

乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年1月･2月生まれの乳児対象
期　日 地　区 会　場

6月13日㈪
24日㈮

7月13日㈬
21日㈭

小山
大谷北部

美田
桑・絹

保健・福祉
センター

6月16日㈭
7月 8日㈮

大谷南部
間々田

小山市健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

9カ月児健康相談（受診日は通知参照）
＊平成27年8月･9月生まれの乳児対象
期　日 地　区 会　場

6月13日㈪
24日㈮

7月13日㈬

小山
大谷北部

美田
桑・絹

保健・福祉
センター

6月16日㈭
7月 8日㈮

大谷南部
間々田

小山市健康医療介護
総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

1歳6カ月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成26年11月･12月生まれの幼児対象
期　日 地　区 会　場

6月 9日㈭
15日㈬

7月 5日㈫
25日㈪

小山
大谷北部

美田
桑・絹

保健・福祉
センター

6月21日㈫
7月15日㈮

大谷南部
間々田

小山市健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527
2歳児歯科健診（全地区）
（受診日･時間は通知参照）
＊平成26年6月･7月生まれの幼児対象
期　日　6月8日㈬・30日㈭
　　　　7月6日㈬・21日㈭
受　付　① 9:15 ～ 9:45、② 10:15 ～ 10:45
※受付時間は前もって割り振らせてい
ただきますので通知をご確認ください
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

３歳児健診（全地区）（受診日は通知参照）
＊平成25年3月･4月生まれの幼児対象
期　日　6月1日㈬･10日㈮･28日㈫
　　　　7月1日㈮･20日㈬･26日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22–9527

マシンを使った筋力向上トレーニング
火・金曜、土曜コース（要申込）
対　象　40歳以上の介護認定を受けて
いない方、医師からの運動制限がなく
市が定める禁止基準に該当しない方
※1人が利用できるのは、年度1回のみ
コース　40 ～ 64歳　土曜コース
　　　　65歳以上　　火・金曜コース
※トレーニングは9:30 ～ 16:00の間
で自由に利用できます
初回オリエンテーションには定員があります
会　場　保健センター分室（花垣町）
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
問火・金曜コース：高齢生きがい課
☎22-9616・9647、土曜コース：健
康増進課☎22–9508・9607

離乳食教室（要申込み）
日　時　5月13日㈮9:30～11:30
会　場　保健・福祉センター
対　象　生後 7、8 カ月頃の児とその
　　　　保護者先着 20 組
内　容　 調理デモンストレーション

見学、試食　など
参加料　100 円（材料代）
申込み　4 月 13 日㈬ 8:30 から
　　　　☎ 22–9508

よい歯のコンクール参加者募集
3 歳児の部　平成 27 年 4 月 1 日～平
成 28 年 3 月 31 日に 3 歳児健診を受
け、むし歯がなく健康な幼児
親と子の部　平成 27 年 4 月 1 日～平
成 28 年 3 月 31 日に 3 歳児健診を受
け、むし歯がなく健康な幼児とその親
※3歳児の部・親と子の部の両方に応
募することはできません
申込み　市ＨＰまたは健康増進課窓
口にある所定の用紙に記入し、4 月
28 日㈭までに同課へ
問☎22–9525・9527

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成28年度健康のしおり」内の検診申込み書（ハ
ガキ）からお申込みください。折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診券、③健康保険証、④その他指
定されたもの　　問☎22–9522

5月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

6 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山市健康医療介護総合支援センター
7 ㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
9 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山市健康医療介護総合支援センター

11 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
13 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
17 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

20 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

23 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
26 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
27 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
28 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
30 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は午前10:30までに各会場へ直接お越しください。
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▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251–7（小山市健康
　　　医療介護総合支援センター内）
☎ 39–8880・FAX39–8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251–7（小山市健康
　　　医療介護総合支援センター内 )
☎ 39–8881・FAX39–8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

5 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2–4–3 ☎44–7000

② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53–1134

③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331

④ 杉村病院 小山市城山町2–7–18 ☎25–5533・5534

⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711

⑥ 野木病院 野木町友沼5320–2 ☎0280–57–1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番
医療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
8 9 10 11 12 13 14
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
15 16 17 18 19 20 21
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
22 23 24 25 26 27 28
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
29 30 31
①⑤ ②⑥ ①③

小山の救急医療の現状
①日中より空いているなどの理由から、夜間や休日など時間に関係な
く救急外来を受診する方が増加しています。患者さんが救急外来に集
中すると、緊急に治療が必要な患者さんへ適切な医療を提供すること
が難しくなってしまいます。
②緊急性のない救急車の利用が増えることにより、本当に救急車が必
要な人へ速やかに救急車を出動させることができなくなっています。

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問地域医療推進室☎27-0500

小山の救急医療を守ろう！

平成 26 年重症度別搬送割合
1.8％

全搬送数 6,908 人

平成27年版消防年報（小山市）より

49.6％49.6％

10.2％10.2％

38.4％38.4％

軽症
（入院の必要がない状態）

中等症
（3週間以内の入院が必要）

重症
（3週間以上の入院が必要）

死亡
≪市民の皆さまへ 4つのお願い≫
1．かかりつけ医を持とう！
　日常的な病気の治療に加えて、健康管理や、健康相談ができ、いざ
という時頼りになるのが「かかりつけ医」です。体の不調を感じたときは早めに相談し、日頃からご自身の健
康管理に努めましょう。
2．出来るだけ診療時間内に受診しよう！
　救急医療は緊急事態に備えるためのもので、少人数の診療体制となっており、専門的な診療が受けられない
ことが多くあります。緊急時以外に救急医療を利用することは避けましょう。
3．「夜間休日急患診療所」・「在宅当番医」を活用しよう！
　比較的症状が軽い場合は、まず「夜間休日急患診療所」・「在宅当番医」をご利用ください（診療日時等は広
報おやま、市ホームページに掲載しています）。ただし、応急的な処置に限られますので、翌日には必ず診療
時間内に、かかりつけ医を受診しましょう。
4．救急車を正しく利用しよう！
　緊急性があり本当に必要なときは119番通報して救急車を呼んでください。症状に応じた利用を心がけましょう。
【症状例】▪呼んでも返事がない（意識が無い）▪急に激しい頭痛、胸痛、腹痛がある▪けいれんが続いてい
る▪呼吸が苦しい、顔が真っ青、息をしていないようだ▪大量に出血している▪急にろれつが回らなくなった、
手足の動きが悪くなった　など
　誰もが安心して救急医療を利用するためには、救急医療を正しく理解し利用するという皆さん一人ひとりの
意識と協力が必要となります。大切な命を救うため、救急医療の適切な利用にご協力下さい。

■ 3 月に全戸配布した「健康のしおり」に掲載の「市内医療機関一覧」について、一部誤りがあり
ました。お詫びするとともに訂正いたします。
P21 No.52 友井内科クリニック診療時間（誤）15:30 ～ 19:00　（正）15:00 ～ 18:00
P26 No.48 ワカナ歯科第二診療所（誤）間々田地区（歯科）　（正）小山・大谷地区（歯科）
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。5月の相談

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22-9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 27㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22-8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

10･24㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22-9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 12㈭10:00～12:00 福祉課☎22-9619

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

9･16･23･30㈪ 16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20-8110
受付4/25㈪から　時間9:00～16:30

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22-9282
家庭児童相談 9:00～17:00

子育て・家庭支援課
☎22-9626ひとり親家庭相談 9:00～17:00

婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課

☎22-9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青
少
年
相
談
室

☎25-4002

電話
10:00～17:00

☎25-4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23-1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22-9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22-3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22-9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22-4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028-673-8341

※毎週月曜日9:00～12:00 は
フリーダイヤル☎0120-302-362
※第2･4水曜日9:30～11:30 は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22-9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00～12:00
18㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22-9282

登記相談予約制 11㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 10･24㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 12㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 18㈬ 9:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 10㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 13㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22-9292

子育て家庭生活相談
予約制

7㈯14:00～16:00
11㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22-9664

7㈯14:00～16:00
25㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

7㈯14:00～16:00
18㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

11㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 31㈫14:00～15:30 精神科医師　福祉課☎22-9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

17･31㈫10:00～15:00
10･24㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
17･31㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22-9501

精神保健福祉相談予約制 13㈮13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22-6192

女性のための心の相談予約制 23㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22-8078

創業･経営相談予約制 21㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22-9396

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　2㈪～5㈭・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　2㈪～5㈭・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　間々田市民交流センター入口の
　「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　2㈪～5㈭・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館
からの借用資料は、破損の恐れがありま
すのでポストへの返却はご遠慮ください

図書館つうしん（5 月）
期日 時間 会場

10 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

11 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

12 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

13 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

17 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

18 ㈬
10:10 ～ 10:50 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

19 ㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

20 ㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

25 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

26 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程

おはなし会
会名（会場） 日時

としょかんこども会おはなし会 4 ㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 6 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 8 ㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 10 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 11 ㈬ 10:30

おこれんのおはなし会 15 ㈰ 14:00

おはなしウェンディ 0・1・2 18 ㈬ 11:00

はなしのこべやおはなしかい 22 ㈰ 14:00

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

「子ども司書養成セミナー」受講生募集　8講座以上受講し、指定する課題を提
出した受講生に「子ども司書認定証」を授与します。
日時：5/22、6/5・19、7/10・24、8/7・21・28、9/4・18の日曜日（全10回）
9:30 ～ 11:30　会場：中央図書館　対象：市内在住の小学5・6年生先着16人
申込み：4/30㈯までに同館児童サービスデスクへ直接または電話（☎21-0751）

◆本紙3月号P22「4月の相談」の記事に誤りがありました。お詫びするとともに、訂正いたします。
　○専門相談の心配ごと相談　5㈫間々田公民館での相談は行いません。社会福祉協議会で行います。
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22-9420
へご連絡ください。

■ 5 月は軽自動車税の納期月で
す。納期限は 5 月 31 日㈫です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 5 月の日曜納税相談窓口は
29 日㈰です ｡
問納税課☎ 22-9442

日

　時

1日㈰･7日㈯･8日㈰･14日㈯･15日㈰
21日㈯･22日㈰･28日㈯･29日㈰

各8:30 ～ 17:15
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22-9402場

　所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

車屋美術館企画展「朝鮮半島の民衆的工芸
/POJAGI as a portrait」（～ 6 月 19 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

博物館企画展「戦国時代の小山」（～ 29 日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館
鯉のぼり群遊（～ 6 日㈮） 小山総合公園 （一社)小山市観光協会☎30-4772

１日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 7㎞ ※24 ページ参照 8:45 集合 小金井駅（西口）起点 生涯スポーツ課☎21-2695
甲冑試着体験 ※ 要申込。11 ページ参照 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

２日 ㈪

３日 ㈫
憲法記念日
第 14 回おやまブランドまつり ※10 ページ参照 10:00 ～ 15:00 道の駅思川 商業観光課☎22-9317

４日 ㈬ みどりの日

５日 ㈭
こどもの日
間々田のジャガマイタ 11:00 ～ 間々田八幡宮 生涯学習課☎22-9669

６日 ㈮
７日 ㈯ 一般公募普通救命講習会 ※ 要申込。25 ページ参照 9:00 ～正午 市消防本部 消防署救急係☎39-6666

８日 ㈰
「WA-OTO コンサート」※ 要申込。27 ページ参照 17:00 開演 文化センター 同センター☎22-9552
博物館周辺の史跡めぐり ※ 要申込。12 ページ参照 9:15 ～ 14:00 博物館周辺 同館☎45-5331※月曜休館

９日 ㈪
１０日 ㈫
１１日 ㈬
１２日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）※ 要申込。24 ページ参照 9:00 受付 県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695
１３日 ㈮

１４日 ㈯
おやまのまち de 開運ウォーキング 9:00 集合 道の駅思川起点 穂積公民館☎38-2004
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館 博物館☎45-5331※月曜休館

１５日 ㈰

記念講演会「戦国期下野小山氏の生き残り
戦略」※ 要申込。11 ページ参照 13:30 ～ 15:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

市民体験水田（田植え体験）
※ 要申込。25 ページ参照 10:30 ～ 市民農園体験水田（道の駅思川南）農政課☎22-9254

新体力テスト（青年の部）※ 要申込。24 ページ参照 9:00 受付 県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695
「よしもとお笑いまつり ㏌ おやま」※ 要申込。27 ページ参照 18:30 開演 文化センター 同センター☎22-9552

１６日 ㈪
１７日 ㈫
１８日 ㈬ 博物館めぐり ※ 要申込。12 ページ参照 群馬県方面 博物館☎45-5331※月曜休館
１９日 ㈭
２０日 ㈮

２１日 ㈯
小山市高校生模擬議会 9:30 ～ 11:50 市議会議場 行政経営課☎22-9313
まが玉を作ろう ※ 要申込。12 ページ参照 9:30 ～ 11:30 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

２２日 ㈰ 甲冑試着体験 ※ 要申込。11 ページ参照 博物館 同館☎45-5331※月曜休館
２３日 ㈪
２４日 ㈫
２５日 ㈬
２６日 ㈭ シニアハイキング ※ 要申込。24 ページ参照 7:30 集合 高尾山約 7㎞ 生涯スポーツ課☎21-2695
２７日 ㈮
２８日 ㈯
２９日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎１階納税課 納税課☎22-9444・9446
３０日 ㈪
３１日 ㈫

※カレンダーの内容は、3月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

5月 カレンダー広報
政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
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増改築・リフォーム・外構・エクステリアの専門店
家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市城山町 2-3-10　　小山市役所から北へ 200m　４号線沿い　

カラーズ ㈱木の花ホーム  営業時間9:00 ～ 18:00　水曜定休日 TEL:0285-38-8715

ご相談・
お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 屋根外壁 内装工事

カラーズ小山北支店
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2 月中の交通事故 【小山警察署調べ】

2 月中の火災・救急 【小山市消防署調べ】 119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内は
テレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】
◆ 火　災 5件( 11件)
◆ 救　急 699件(1,471件)

※（　）内は平成 28 年 1 月からの累計 
　遡った件数含む

◆小山市内での交通事故
事　故63件( 32件) 負傷者 69人( 35人) 死　者 2人( 1人）

飲酒運転は犯罪です‼ 

※（　）内は平成 28 年 1 月から
　の累計


